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第 1 部 事業の概要と令和３・４年度の取組み 
 

1 事業の概要 
 

1.1 実施体制 

 
行政機関、高等学校、企業、専門学校四者によるコンソーシアムを構築。「連携プログラム開発協議

会」を設立し、高・専一貫プログラムの計画を立案する。 

計画を基に開発プログラム実証授業を開催し、プログラムの検証評価委員会によってプログラムの評価

を行う。検証結果を基に新たな計画に反映させ実証授業を行う。このＰＤＣＡサイクルを有機的に機能さ

せ、実効性・教育効果の高い連携プログラムを開発する。 
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1.2 事業の趣旨 
 
開発プログラムは「高校生」「専門学校生」はもちろん、高校と専門学校の前後に位置する「中学生」

及び「社会人」も包括する。時系列に見ると、中学と高校の橋渡しとして「高校の魅力発信プログラム」

を開発。開発プログラムにより中学生にとっても魅力的な高校となり、地域課題である高校進学率の向

上、高校中退防止に繋げる。次に、高校と専門学校で 5 年かけて学ぶ「高・専一貫プログラム」を開発。

共通目標と一貫したカリキュラムを構築し、動物系分野の高まる受容や社会ニーズに対応できる専門人材

を育成する。そして、専門学校卒業後も学び続けられる体制づくりとして「動物業界定着プログラム」を

開発。離職を減らし、動物業界への定着率を向上する。卒業生の業界での活躍は高・専一貫プログラムで

学ぶ高校生と専門学校生の身近な将来像であり、将来像の明確化は共通の目標設定や一貫したカリキュラ

ムの重要な要素となる。 

開発プログラムにより「動物にかかわりながら、専門性を身につけ、人や社会への貢献を認識しつつ、

収入が安定し、一生続けられる仕事として動物業界で活躍できる」という好循環を本プログラムを通して

実現していく。そして、我が国の労働生産性及び生涯を通じた学習機会の拡大に寄与する。 
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2 令和３年度の活動 
 

2.1 第一回連携プログラム開発検討委員会（令和 3 年 11 月 11 日） 
 

本事業主旨概要説明と事業の目的・ビジョンの共有を行った。また、事業推進上の留意点や

インターンシップの現状に関する意見交換を行った。 

 

高校からは、生徒にとって一番大事なことは大人と接することであり、企業からは、

子ども達にすごいと感じる姿を見せたいなどの声が挙がった。 

動物業界の離職率が高い原因のひとつとしてイメージが先行していることがあるた

め、動物を扱う仕事の現実も伝える必要がありバランスが非常に難しいという意見も

あった。 

 

 
＜インターンシップの現状に関する情報共有等＞ 

（高等学校） 

インターンシップは令和 4 年度より、今まで通りの全県一致の実施から「総合的な探求」の時間として

取り入れてはという意見が普通高校からある。但し専門高校は必修としている。就労体験だけではなく事

前学習による動機付けを行わないと、ただ「やるだけ」になってしまう。 

（企業） 

体験に来た子どもたちが、どのくらいの割合で動物業界に就職したかという現状は非常に興味がある。

連携という点で、我々の地域でも小中学生の体験学習が行われており、全国的に見直されている。当初の

目的は「地域」で子どもたちがどう学び、育っていくかであった。 

子どもがすごいと感じる働く姿を見せる要素は必須だと思う。 
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2.2 第二回連携プログラム開発検討委員会（令和 4 年 2 月 10 日） 
 

ヒアリング調査結果報告と検討、プログラム開発方針の検討、インターンシップの現状とあ

るべき姿の検討を行った。 

 

目標とする職業に就くまでのストーリー、そして、職業に就いてからのストーリー

を生徒自身が立てることができるプログラムが理想である。 

また職業体験プログラムは、学校のニーズ、生徒側のニーズ、企業のニーズをくみ

取りコーディネートする必要があることが挙げられた。 

 
 

＜ヒアリング調査検討＞ 

 

実施状況 

2021 年 12 月 24 日 10：00～11：00 東京都教育庁 訪問 

2021 年 12 月 24 日 13：00～14：00 東京都町田工業高等学校 訪問 

2022 年 1 月 12 日 16：00～17：00 沖縄県立中部農林高等学校 web 

2022 年 1 月 29 日 11：00～11：40 観光系大学 web 

 

（高等学校） 

具体的なプログラム目標として次の 3 点、①動物関連産業の実態、可能性を感じる。②働くことの意義、

責任感を養う。③社会の一員として尊厳、自己肯定感を高めることを求める。 

 

（企業） 

外部との連携という点で、学生が自分でイベントを企画することを行っているので一緒に出来ればと思

う。 

飼育係に付いて１日仕事を体験してもらうという流れで、生の仕事を体験してもらう意味では良い。し

かしこれが本当に高校や専門学校のニーズに合っているか、体験する本人が求めている内容になっている

かといった議論はそこまでなかった。 

（専門学校） 

動物愛玩の資格でいうと、今年度からスタートした動物看護の基礎を学ぶ授業が始まった。先に高校で

ふれていれば本来は２年生で取得する資格が１年生でとれるものもあるのでスムースに進めるのではない

かと思う。 

就職の担当者として、人間性教育の難しさを感じている。企業の求める人材と学校が教育できる人材の

乖離を動物業界は抱えていると思う。学校で企業の方に説明会を行ってもらった際、求めている人材像が

全く違っていたこともある。人間性教育に関わるところが非常に大きい。 

高校生もアニマルプロフェッショナルに触れ、将来像を明確にする。専門知識を持った高校生が専門学

校でさらに知識をつけて職場で活かすというプロジェクトはすごく良い取り組みだと思う。 
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3 令和４年度の活動 
 

3.1 第一回連携プログラム開発検討委員会（令和 4 年 8 月 25 日） 

 
令和４年度事業計画とキャリアプランニング能力向上教材（職業図鑑）プロトタイプと試験

対策教材の意見交換を行った。 

 

職業図鑑に関しては、メモを取る形にしているのは大変有効である、イメージをしや

すくするため可能であれば働く場面を取り入れたものにして欲しいとの意見が挙がっ

た。 

愛玩動物飼養管理士試験対策は、主催団体の教材にプラスアルファして理解を深める

ことができるものにする。 

 
（高等学校） 

辛かった経験など負の部分についても触れている点が大いに評価できる。この動画には高校時代の様子

を聞く質問もあり、実際の高校生たちにとって興味深い点だと思う。 

 

（企業） 

実際に聞きながら記入すると難しいと思ったが、自身の現状を知るきっかけにもなり、それとしていい

のではないかと思った。またＡ→Ｂ→Ｃというようにスキルが上がっていく内容にしても面白いのではと

感じた。高校生の立場として見ても良い動画と感じた。 

メモをとりながらの視聴は大変ではあるが、会議での議事録作成など社会に出たときのことを考えると

高校生にとっては力になる。生徒一人ひとり耳に残っている点が違うと思うので、お互いのメモをシェア

できる時間を作っても面白い学びの場になるのではと思った。 

３年以内の離職率に関しては企業も責任を感じる部分があるので離職の理由も明示してほしい。 

 

 

（専門学校） 

今回の取り組みは専門学校とも連動性があり良いと思う。受験の費用負担も大きく、年々上がっている

点を踏まえ、毎年受験の継続に対して職員同士で検討しているが、最低２級の取得は必要であると考えて

いる。本校では試験の２級取得を必須で１級は任意としている。中部農林高校の卒業生ですでに２級を取

得して入学してくる人、最近ではすでに１級を取得している生徒も入学している。  ２級取得者の授業

では１級の学習時間にあてている。 
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3.2 第二回連携プログラム開発検討委員会（令和 4 年 12 月 8 日） 
 

実証授業報告の意見交換と、採用活動・就職・定着状況の情報共有と意見交換を行った。 

 

実証授業は、生徒達の目標にもつながりよい結果が得られている。 

就職活動に関してはコロナ禍が終息しつつあり、徐々に元に戻りつつある。 

企業からは 3 年以内の離職理由の聴き取り情報が欲しいとの意見がでた。 

 

 
＜実証授業実施状況＞ 

 

＜キャリア教育＞ 
2022 年 11 月 5 日 中部農林高校 1 年 動物系の仕事 

2022 年 11 月 12 日 中部農林高校 1 年 コミュニケーション力の重要性 

 

＜愛玩動物飼養管理士試験対策＞ 
2022 年 9 月 10 日 中部農林高校 2 年 目・耳の形態機能 

2022 年 9 月 24 日 中部農林高校 2 年 エキゾチックアニマル 

2022 年 10 月 15 日 中部農林高校 2 年 動物のしつけ 

2022 年 10 月 29 日 中部農林高校 2 年 爬虫類 

 

（高等学校） 

専門学校講師の授業で生徒の積極的な姿勢が見られた。授業終了後の質疑応答も多く、とてもよかった。 

講師と生徒のコミュニケーションもよく、テンポよく授業が進んでいた。生徒たちもしっかりと記録し

ている様子が見られ、成果が表れていると思った。今回の実証授業は手探りでスタートしたが、継続して

いくことでより大きな成果が得られると感じ、期待が見られる。今後も進めながら内容を深めていければ

と思う。 

愛玩動物飼養管理士試験に関しては、２年生の２級合格者は今年度 20 名中 18 名なので合格率は 90％。

不合格者は例年 2～3 名いるが、昨年度は初めて受験者全員が合格した。 

 

＜採用・教育・定着活動状況の意見情報交換＞ 

 

（高等学校） 

動物コースの生徒は半数以上が動物に関する業種を希望しているが、就職よりもより高度な技術や資格

を習得したいと進学を希望するのが大半。専門学校で学ぶ学生との交流会など先輩と関われる機会が無い

ので連携プログラムに入れてほしい。インターンシップはとても大切であると思う。地域で行っている

「グッジョブ」という取り組みから小中学生の受け入れも行っているがコロナ禍で実施できない状況。子

どもたちの発表の機会が失われている。以前は企業、行政を招いて社内での発表会を行っており、学ぶこ

とも多かった。 

コロナ禍が収束して、実施できることが望ましい。次年度実施できた場合に備えて、企業として受け入

れを準備しておく。 

 

（企業） 

従業員の課題として先ほどからあるようコミュニケーションの大切さがあげられる。改めて自身でも認

識することを感じる。コロナ禍で「集まる機会」をどうしても作ることができず、コミュニケーション不

足が生じた。社内でも年間目標を掲げるなどで社員の育成を図った。 

 

（専門学校） 

本校の学生を見ていると例年に比べて遅いと感じる。動物看護師を目指す学生は２年次の後半から３年

次にかけてインターンシップを行い、卒業年次に内定していたがコロナ禍でインターンシップ受け入れ先

が減少。とくに県内志向の学生が多いので県内での受け入れが減少してしまい、就活への動きが鈍くなっ

てしまった。沖縄は観光立県でもあり、自然を舞台にしたアドベンチャーアクティブツアーの動物関連求

人もあるが人前で話すことが苦手な大人しい学生が多く、お断りを入れることもある。にコミュニケーシ

ョン能力を高める指導体制をつくる必要を感じる 
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3.3 第三回連携プログラム開発検討委員会（令和 5 年 1 月 19 日） 
 

令和 4 年度開発教材の意見交換と、令和 5 年度の取組みの意見交換を行った。 

 

 

県教委から、沖縄県キャリア教育の基本方針「かふやみ」に従ったものをブラッシュ

アップしていって欲しいという要望が挙がった。また、南部農林高校への広がりや中学

校への取組みも推進して欲しいとの要望もあった。 

次年度 3 年生の 1 級対策は、職業を意識したものや専門学校への接続を考慮にいれ中

部農林高校と連携を密に行っていく。 

 

 

＜令和 4 年度開発教材の意見交換＞ 

 
（高等学校） 

生徒にも分かりやすく作りこまれていると思う。県立学校教育委員会でもキャリア教育を重点的に取り

組んでいる。資格取得の前に何のために学ぶのか？といったキャリア教育を進めたうえで授業に進んでい

く流れにしてもらえればと思う。令和２年に沖縄県キャリア教育の基本方針を冊子にまとめた。県として

身につけさせたい４つの力「かふやみ」として、関わる力、振り返る力、やり抜く力、見通す力を取りま

とめている。４つ全てとは言わないが、県がキャリア教育として目指すものが示されているのでこの部分

を見てもらい、ブラッシュアップさせ同じ方向性に合わせられればと思う。 

 

動物が好きで動物系の学校に進学するが、そのあとそれをどう活かして職業につなげていくか明確にで

きていない生徒もいる。今回のプログラム連携を通して職業感覚は大分ついてきていると感じる。まだ手

探りで進めている状況もあったので、次年度はより効果的に高めるために 1 年生、3 年生と各学年に合わ

せたプログラム内容にしていければと思う。 

 

＜令和５年度の取組みの意見交換＞ 

 

（高等学校） 

現時点では中部農林高校だけではあるが、キャリアの部分で南部農林高校にも導入してもらえるとあり

がたい。ぜひ進めてもらいたい。 

 

（企業） 

離職率の数字に関する考え方は難しいと思う。例えば初めての就職先が一生の職場になればよいが、数

回の離職から本当に自分に合った職場に出会うこともあると思う。自身も振り返ると今の職場が初めてで

はない。この点を踏まえると評価や目標設定が難しいと感じた。 

 

（専門学校） 

次年度、1 級の対策をするのであれば楽しさだけでなく、厳しさや現状など少し専門学生寄りにした授

業にしていく必要があると感じた。 

高校生に授業をするにあたり大切にしたかったのは、知らなかったことを知った時のインパクトや感動

である。自身の授業を通じて好きになれば、勉強と感じなくなり興味を持ってやっていけると思って授業

を作っていった。中部農林高校の生徒からは、本当に動物が好きという気持ちを強く感じ、リアクション

もとてもよく授業もすすめやすかった。愛玩動物飼養管理士試験の合格率にも驚いている。 

次年度は高校生が試験に関してどの部分が本当に知りたいのか、細かい解説が欲しいのかといったこと

を事前に聞いて授業を作っていくことができればさらに合わせた対策ができると思うので渡真利委員を通

じて、生徒の声を反映させたい 
 



 第２部 令和 5 年度の活動 

1 令和 5 年度スケジュール 

8 
 

第 2 部 令和 5 年度の活動 

 

1 令和 5 年度スケジュール 
 

時期 
連携プログラム開発 

協議会 

高校向け 

実証授業 

プログラム開発 

（オンライン教材） 

（キャリア教材） 

コーディネーター 

業務 

7 月  実証授業  

高校・行政・企業への周知、連

携プログラム開発協議会運営 

連携校、連携企業の開拓 

8 月 第 1 回開催    

9 月  実証授業   

10 月  実証授業 （キャリア教材）  

11 月 第 2 回開催 実証授業 （キャリア教材） 

（オンライン教材） 

 

12 月  実証授業 （キャリア教材） 

（オンライン教材） 

 

1 月 第 3 回開催  （キャリア教材）  

2 月    事業報告書作成 
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1.1 連携プログラム開発協議会の開催  
 

高等学校、行政、専門学校、企業の四者による高専連携プログラム開発に向けた協議会を発

足、プログラム開発に向けた委員会を開催する。ヒアリング調査の分析、課題及びニーズ整

理、開発内容の選定を行う。 

また、開発プログラムの課題整理、導入に向けた手順を整理する。 
 

第１回委員会（８月開催）：今年度スケジュール紹介、開発プログラム概要  

第２回委員会（１１月開催）：実証授業開催報告、開発プログラム紹介  

第３回委員会（１月開催）：今年度成果報告、次年度方向性確認  

 

＜連携プログラム開発協議会委員＞ 
 

氏名 所属・職名 役割等 都道府 

県名 

１ 渡真利 学 沖縄県立中部農林高等学校教諭 委員 沖縄県 

２ 平良 一朗 沖縄県教育庁県立学校教育課 指導主事 委員 沖縄県 

３ 吉川 鉄平 
学校法人シモゾノ学園国際動物専門学校・大

宮国際動物専門学校 募集広報部 部長 
委員 東京都 

４ 喜納 保 ペットメディカルセンター・エイル取締役 委員 沖縄県 

５ 翁長 朝 
公益財団法人 沖縄こどもの国 動物みらい

課 課長 
委員 沖縄県 

6 吉田 剛 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 副校長 
委員長 沖縄県 

7 仲松 謙 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 事務局長 
委員 沖縄県 

8 崎山 孝司 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 就職課主任 
委員 沖縄県 

9 儀間 秀人 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

10 山城 正仁 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

11 名護 聡美 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

12 永井 洋美 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務 
委員 沖縄県 

 

  



 第２部 令和 5 年度の活動 

1 令和 5 年度スケジュール 

10 
 

1.2 実証授業の開催 
 

中部農林高校にて実証授業を開催（令和５年7月、9月、１０月、11月、12月）  
 

合計11回×2コマ＝22コマ 

 
 

 

1.3 プログラム開発  
 

愛玩動物飼養管理士1級対策 教材制作（50分授業×4コマ分） 

高校1年生向けキャリア教育教材制作（50分授業×2コマ分） 

キャリア教育のための動物業界周知インタビュー動画制作（3セット）  
 

1.4 コーディネーター業務  
 

連携校・連携企業の開拓、高等学校・行政・企業の橋渡し  
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2 第一回連携プログラム開発検討委員会 
 

令和 5 年度事業計画の検討、実証授業、プログラム評価についての意見交換を行った。 

 
＜離職率について＞ 
 

KPI のところで卒業後 3 年定着率が 81％、最終的に 90％以上という目標を立てているが、転職先が同

じ動物業界であれば「離職」というカウントせず、他業種への転職を止めたいと考えている。 

 

１人ひとりの理由もあり離職してしまうことはある程度仕方がないと思う。女性が多い職場なので結婚

や出産などもある。 

 

事業所としても離職理由は知りたいと思う。退職の理由で多いのは人間関係だと思う。現場としては、

ストレスマネジメントなどのリーダー研修や新人研修、学校でも指導が必要なのではないか。 

 

人間関係の問題は一定の職員数になると必ず出てくる。企業として、理解させながらそこに至る経緯、

原因をすべて確認して話し合いによる解決の場をつくる環境に努めている。 

 

＜実証授業の振り返り＞ 

 

（高校） 

いつもと違い、専門学校の教員による授業は緊張感もあり生徒たちの集中力も高かった。質疑応答や積

極的に記録を取る様子は主体的に参加していると見て分かった。スライド映像、実際に動物を使った授業

などどれも高校現場だけでは準備できないものが多かったので効果的でリアルに感じるところであった。

生徒たちからも本当に良かったという声を聞いている。 

仕事に対する考え方、これから動物に関わる職業に就くという意識、こういった部分を大きく叶えてく

れる結果になっている。今年のさらなるステップに期待し、生徒たちにも意識づけしていきたい。 

 

（専門学校） 

体験を通して、気づくという授業を実施したが、中部農林高校の生徒は本当に優秀で熱心であった。熱

い授業を体験してもらい多くの気づきもあったと思う。今年も入学して半年の生徒を対象にコミュニケー

ションの必要性に関する授業を行う。良好な人間関係は日々のコミュニケーションから生まれると思うの

でこういった授業を通じて動機づけしたい。 

 

初めに「自分が何をしたいのか」「その分野がどういったものなのか」をしっかり理解した上で選択す

る。考える機会が早いほど情報収集もたくさんできると思う。イメージだけで就職してしまいミスマッチ

が生じることは高校生、学生、企業においてお互いが不幸で大変な思いをしてしまうので、まずはしっか

りと職業を理解できる機会があっても良いと思う。 

 

プロを目指す専門学生と動物のことが好きで入学してきた高校生は教え方を変えないといけないという

点を考えながら授業準備を行った。また検定の合格率を上げることが一番大事ではあるが、それは教科書

にも載っており自分でなくてもよいと思うので自身の経験や知識、専門学校の教員による授業も知っても

らいたいという点から教科書を超えた展開を意識して授業を行った。 

 

＜プログラム全体について＞ 

 

このプログラムを進めていくことで、企業の立場としてプレッシャーになってきたと感じる。だんだん

と職業のイメージ調査結果がでてくると、さらにどうしていくべきか持ち帰って話をしないといけない。

従業員も増えていくなか、業界として責任を感じないといけない。この結果を真摯に受け止め、学ぶべき

環境や 3 年以上働き続けられる環境づくりなどをテーマに出し、今後どうすべきか話し合いながら建設的

に進めていきたいと思う。 

 

高校生が将来、社会に出て仕事に就く。その時のお手伝いとして学生が「大人になる」という形で職業

を選べるようになれればよいと思う。昨年の資料等を見直し、さらにブラッシュアップしながらお役に立

てたらと思う。 
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動物業界以外の就職は毎年、数名の学生がいる。その理由として給与面があり、奨学金の返済や両親の

面倒を見ないといけないとなると、給与が高い IT 系に就職してしまう。そういった意味では業界の就職

率は％だけでは表せない個々の事情も考えないといかないのかとも感じる。もちろん目標に対して頑張り

たいと思う。 

 

愛玩動物看護師の試験は個人の知識を高めるものでなく、社会において動物の管理をするために必要な

知識を身に付け、仕事に活かすためのもの。国家資格となったのは国が社会に貢献してほしいという意味

で資格を与えているのでその仕事に向かうとなったら、社会に生きる人間にならないといけないと思う。

高校生にそこまで重い課題を与えるとは考えていないが、職業は１人のためではないということである。 
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3 第二回連携プログラム開発検討委員会 
 

実証授業結果報告と検討、キャリア教育に関する意見交換を行った。 
 

3.1 中部農林高等学校 職業講話（動物系の仕事）プログラム評価 

 

実施概要 
日時 令和 5 年 11 月 9 日  10：00～12：00 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科 1 年生 

 人数 38 名 

 講師 沖縄ペットワールド専門学校 仲松謙先生 

 内容 動物系の仕事 

 

 

3.1.1 質問「本日の講話を受けて、仕事の内容が理解できましたか？」（平均 4.8） 
 

 
仕事理解度 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

3.1.2 質問 「仕事に必要な知識がわかりましたか？」（平均 4.8） 
 

 
仕事知識 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 
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3
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大変理解出来た どちらかといえば理解出来た どちらともいえない
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3.1.3 質問 「仕事に必要な資格や技術について理解ができましたか？」（平均 4.8） 
 

 
仕事資格 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

3.1.4 質問 「必要な知識や資格・技術の学び方がわかりましたか？」（平均 4.5） 

 
資格の学び方 

 

92％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 
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3.1.5 質問 「特に印象に残ったことや初めて知ったことを、箇条書きで記入してくださ

い。」 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の位置も原文のま

まにしている。 

 

沖縄にじゅういしになるための大学がないことは知っていたが、他県もないところがあるというのは初め

て知った。アニマルカフェの初まり（※原文ママ）は犬を連れて共に飲食をする場所からということが特

に印象に残った。モンキーカフェやフクロウカフェも印象に残った。行ってみたい～！ 

-- 

動物看護師の国家資格が今年まで無かったことにとても驚いた。動物に関わるお仕事は肉体労働。動物を

観察することが大切。野生生物保護官という仕事がある。 

-- 

印象に残ったことは、愛玩動物飼養管理士は、「販売」「保官」「貸出」「訓練」「展示」の動物取扱業責任

者になれるということです。自分はその資格をとれるように、勉強がんばりたいなと思いました。働く目

的は、人々がお互いの生活を支えあうためというのも印象に残りました。 

-- 

ペットショップ店員は物を売販（※原文ママ）するだけじゃなくてお客さまへのアドバイスなどコミュニ

ケーションが必要であると知った。 

 動物の仕事は主に肉体労働と初めて知れて良かった。 

-- 

実さいにあった話がとても印象に残った。ペットショップのおじいちゃんの話と、沖縄であったぎゃくた

いの話など。ドックトレーナーは、犬をしつけるだけじゃなく、飼主さんにも、犬の正しいせっしかたを

教えるのが初めて知った。 

-- 

プードルの毛の有無は動きやすさや体温の調節などの重要な役割があることを知った。動物に関わる仕事

は結構肉体労働で体力を使うことがわかった。トリマーは毛を切るだけでなく、動物の健康状態も保つこ

ともわかった。アニマルカフェにはフクロウがいることも知った。 

-- 

アニマルカフェにも色々な動物を扱っているところがあること。動物に関わる仕事は肉体労働も多いとい

うこと。どんな動物に関わる仕事でも資格や免許が必要になってくること。 

-- 

動物を扱うお店を開くときには、業種によって販売や保管（預かり）などの登録が必要なことを初めて知

りました。 

-- 

動物は、気分がわるくなった時とかは、エサを食べなくなるなどなにかしら合図をすることが分かりまし

た。子どもの国は火曜日は閉まっている事も知りました。もっと、犬や動物について知りたいと思ったし、

資格もとりたいと思いました。 

-- 

今日の講話で動物に関わる仕事について知る事ができました。それぞれのお仕事のなかで必要な資格・技

術について学ぶ事ができました。特に印象に残ったお仕事は、愛玩動物看護師で 2023 年から国家資格

になった事を初めて知りました。 

-- 

自分で動物に関するお店を出す時には、県のとうろく、動物責任者が必要なことが分かりました。動物看

護士は、前は国家資格じゃないことを初めて知りました。 

-- 

動物に関わる仕事では、資格などをとったり技術、やる気などが大切で、心の構えも大切とわかりました。

動物に関わる仕事はたくさんあって、どんなことをその人たちはしているのかなどを知ることができてと

てもよかったです。 

-- 

特に心に残ったことは、動物の職に就くにあたって必要なことが同じ動物を扱うという共通点があっても

それぞれ全然違っていて、新めて（※原文ママ）自分はどう向き合っていきたいのか考えさせられたこと

です。初めて知ったことは、飼育員のお仕事には繁殖させて増やすというものもあったということです。 

-- 

動物看護の仕事や医師になるためには、国家資格を取らなければならないということ。動物を扱うお店を

開くには、第一動物取扱業の登録を県にしないといけないという事、動物病院と人の病院では扱っている
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物、薬がほぼ同じということを初めて知りました。 

-- 

動物についての仕事は仕事でも色々な種類があり、動物と対等に接する職もあれば上下関係が大切になる

仕事もあったりして色々あるのだなと感じました。今年から愛玩動物看護師が国家資格になったことを初

めて知りました。 

-- 

動物に関わる仕事では、仕事をする時に、しかくなどを持っていないと入れない仕事がある事や、知識・

技術は、資格を必要としないけど、色々分かっていないといけない事などが分かったので覚えておけると

いいです。 

-- 

お店で動物を取り扱うためには登録する必要があることを初めて知りました。 

-- 

今年から動物看護師になるために資格が必要になった。各職業で必要な資格。ドッグトレーナーと訓練士

の違い動物に関わる職業は肉体労働。動物をよく観察することが動物の仕事をする上で大切 

-- 

動物の仕事をするうえで大切なことを知ることができた。動物に関わる仕事は体力しょうぶ 

 たくさんの資格がある。知識・技術・根性は仕事に就くうえで必要 

-- 

特に印象に残ったことは、資格・免許・技術・知識以外に、やる気や根性が必要だとわかった。動物看護

師の仕事で、2023 年から国家資格で愛玩動物看護師になったことがわかった。 

-- 

ペットシッターがあることを今日初めて知りました。動物にぎゃくたいの話が 1 番印象に残ります。自分

より体の小さい生き物になぜそんなことをするのかなと思いました。はちゅうるいは脱皮をするときに、

白くにごることを初めて知りました。 

-- 

動物に関わるお仕事に必要なことは 1 資格・免許 2 技術・知識 3 やる気・根情（※原文ママ）以外に肉

体的労働動物たちの変化に気づくには観察が必要であること。資格を取った方が職につきやすい。 

-- 

働く目的はお金のためだけじゃない。動物に関わる仕事はたくさんある。動物に関わる仕事は体力が重

要！ 

-- 

動物看護師に免許が必要なこと初めて知りました。動物にかかわる仕事は、体力をとてもつかうことも初

めて知りました。特に印象に残ったことは、動物にかかわる仕事で必要なことにやる気・根性があること

です。 

-- 

何の仕事でも人との付き合いが大切である。 

動物のかんごをするには、国家資格［愛玩動物飼養管理師］が必要となった。以前は必要なかった。今、

動物に関する法律はどんどんきびしくなっている。動物と関わとる時は、動物が大好（※原文ママ）とい

う気もちと命を扱う責任感が大切。 

-- 

動物に関わる職業は、1．資格・免許 2．技術・知識 3．やる気・根性のそれぞれが必要で、求められて

くることだと知ることが出来た。動物の仕事をする上では、まず動物の生態を知りしっかりと観察するこ

とが大事で、動物を中心とした生活（ごはん、トイレそうじ等）にしていく必要があると知れた。 

-- 

初めて知ったことは、動物に関わる仕事はたくさんあり、それぞれ資格や、知識が必要であり、仕事の内

容は全部ちがったりしていたことです。印象にのこったことは、たくさん仕事があるのに意外と資格がす

くなかったり国家資格ではなかったりしたことです。 

-- 

印象に残ったことは、動物を扱う仕事は知識や技術、資格だけでなく、やるきや根性、特に命をあつかう

という責任がとても大切なんだなということが分かりました。好きだけでは何もかわらない、好きだから

こそできることがいっぱいある。 

-- 

動物と関わる仕事につくには、しかく・めんきょ・技術・知識・やるき・こんじょうなど、いろいろな物

が必要だと分かった。それに、法律のことなど少し分かった。 

-- 

簡単そうな仕事と思っていたものはすべて大変な仕事であり、命をあつかう仕事なので責任をもって注意
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しながら行うことがわかった。 

-- 

動物看護師や獣医が使う道具や薬などは人と似ているという事に驚いた。動物取扱責任者にも獣医、動物

看護師の国家資格が必要だと知り、動物に関わる事について重要にされている資格だと印象に残った。 

-- 

資格・免許・技術・知識・やる気・根性が必要。意外と体力を使う。資格・免許をとるには必ずカリキュ

ラムを受講する 

-- 

動物看護師は人間の看護師とほぼいっしょで使っている道具や薬、機械もいっしょだと知ってとてもおど

ろきました。また、動物をあつかうにあたってたくさんの資格があって持っているといろいろな業種をに

んていしてもらえると知りました。 

-- 

動物取扱業責任者は、それぞれのお店にいて、責任者になる方法は、いずれにせよ実務経験とそれそうお

うの知識が必要ということがわかった。 

-- 

ドッグトレーナーは犬と横ならびな関係で、訓練士は仕事をする犬を訓練していて犬とたてならびの関係

だと分かった。動物の看護士やじゅう医士は、（※原文ママ）人間の医者や看護士とだいたい同じだとい

うことが分かりました。 

-- 

動物に関わるそれぞれの仕事がある中で、その仕事を単にこなすだけでなく、お客様や動物がわにもはい

りょすることが大切とわかった。生き物である以上、動物中心の生活になってしまうかもしれないという、

心構えが大切。 

-- 

動物看護師になるために、2023 年の 2 月から愛玩動物看護師という資格が必要になったということを

初めて知った。動物と人間が使う手術のときの機械や薬が量はちがうけど一緒だということも初めて知っ

た。 

-- 

動物に関わる仕事はたくさんあって似たような仕事もあるけど目的によってやり方が変わったり 1 つの仕

事でやる事は 1 つだけじゃないという事が分かった。 

また、動物取扱業責任者要件資格で、取るものによって販売や訓練など、登録できるものが変わってくる

事を初めて知る事ができたから良かった。 

 

 

動物に関わる仕事は、資格や免許、技術や知識、やる気と根性が必要で責任のある体力がい

る仕事であることや、看護師が国家資格であることを多くの生徒が挙げている。 
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3.1.6 質問 「本日の講話を聞いて、感じたことや思ったことを自由に書いてください。」 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の位置も原文のま

まにしている。 

 

私は今アルバイトをしているのですが周りの人としゃべらずにすごしています。ただコミュニケーション

をとった方がいいと聞いたのでしゃべりかけられたら話題を広げられるように頑張りたいと思いました。

（さすがに自分からはまだ難しいので・・・笑） 

-- 

動物看護師の国家資格のことでも特に思ったが、動物の命がまだモノとして認識されていることに驚いた。

動物が大好きな私にとってペットショップなどは早くなくなって欲しいと思う。今法律なども変わり始め

ている中で、動物に対する意識や行動を変えていってほしいと思った。私は将来動物に関する仕事に就こ

うとは思っていないが色々なことが知れてとても良かった。 

-- 

動物に関わる仕事の中で必要なことは、①資格・免許②技術・知織（※原文ママ）③やる気・根性が必要

ということがわかりました。1 番お仕事をやっていく中でも、人とのコミュニケーションが大事だという

こともわかりました。自分の将来のために、興味のある仕事のことを調べておきたいなと思いました。 

-- 

動物の仕事は、動物や人とのコミュニケーションを取る必要があったり、意外に肉体労働であるなど知ら

なかったことも知れて良かった。そして動物に関わる仕事で大切なのは「よく観察する」ことと「動物中

心になる生活」を心がけながら行っていくことが大切であるとわかった。 

-- 

動物に関わる仕事をするためには、資格やめんきょ、技術だけじゃなく、やる気やこんじょうも大切なん

だなと思いました。 

-- 

動物に関わる仕事は結構肉体労働であることがわかった。獣医師や看護師などは 6 年間も勉強して国家試

験にも受かっているのですごいなと思った。人間用の薬と動物用の薬の成分は、ほぼ同じで量や濃度だけ

が違うことを知ってびっくりした。 

-- 

動物に関わる仕事にも色々な種類があって、様々な資格や免許が必要になることを知ったので、そのため

に進学、就職先も早めに決めて見通しを立てておきたいと思いました。 

-- 

免許が必要な職業や資格を持っていた方がよい職業などたくさんの種類の職業があることが分かりました。 

-- 

ペットショップや動物看護師、トリマーなどちゃんと犬の事を色々していてすごいと思ったし、ペットシ

ョップではお客様にも的確なアドバイスをしていると分かってビックリしました。 

-- 

今日の講話を聞いて、とても必要な事は“技術・資格”という事が分かりました。知識があっても技術が

ないと仕事はなりたたないという事も分かりました。これから色々な事を学ぶなかで将来に活かしていき

たいです。 

-- 

今日は、動物の仕事をするさいに、どんな資格が必要かくわしく知ることができました。これを参考に進

路につなげていきたいと思います。ありがとうございました。 

-- 

動物かかわるときには、しっかり観察して病気などの体のふちょうにもしっかり気づけるようになりたい

と思いました。動物の仕事につくには資格を取ったりするので勉強、体力ずくり（※原文ママ）をがんば

りたいです。 

-- 

やっぱり命に関わる仕事なので、生活が仕事中心になり、休みも少なくなりそうで大変だなと思いました。

仕事をするうえで 1 番大切だと思ったのは、動物が好きという強い気持ちを持ち続け、動物のことを第一

に考えていくことだろうと考えました。 

-- 

動物の職業につきたいとき、目的によって動物との接し方は、変えていくべきだと思った。あと、動物も

人と同じように命は重く、感情もあり、喋ることができないだけであって、なのに動物たちをぎゃくたい

をしたり、殺した人たちの罪はとても重いと思うので、死刑でいいと思いました。 

-- 
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職業にも色々あり、自分が将来どのような職業につきたいかなどの具体的な想像が出来ました。 

-- 

ドッグトレーナーの仕事で、訓練士と、ドッグトレーナーの犬のしつけの仕方は大きく違う事が分かって

忘れないようにできるといいです。 

-- 

動物に関わる仕事は色々あり、どれもやりがいの感じられる仕事で、技術や資格、知識が必要とされてい

る理由に納得がいきました。動物を取り扱うとき、人間のように言葉をはなせないのでちゃんと、観察し

ようと思いました。 

-- 

自分はトリマーになりたいと思っていたけど、なれる気がしなくなって、他にいい動物関係の仕事ないか

な、と思っていたのでとても良い機会でした。ペットショップ店員や訓練士にも興味がわいてきました。 

-- 

話を聞いて、必要な資格や、その仕事についての事など色々知ることができたので、将来の夢はまだ決ま

っていないけど、もっと視野を広げて、たくさん学びながらゆっくり決めていきたいと思いました。 

-- 

講話を聞いて、動物の仕事をするうえで、動物をしっかり観察することや動物を中心とした生活になるか

もしれないことがわかった。動物のお仕事に関わることで、命を取り扱う心構えや動物が大好きなことが

必要だと思い、とても大切だと感じた。 

-- 

美容師になるのが夢だけど、トリマーもいいなと思いました。でも、犬やねこは動くから大変そうだなと

思いました。もっと犬や猫、他の動物について知りたいと思いました。 

-- 

動物に関わる仕事につきたいという気持ちがより強くなりました。資格を取るためにも苦手な勉強をがん

ばってもし落ちたとしてもめげずに努力したいと思いました。これからもがんばります。 

-- 

動物関連の仕事に就かなくても、何のために私達は働かないといけないのかをしっかり学ぶことができた。

今日学習したことを、将来に生かせるようにする！ 

-- 

今日、講話を聞いて、動物にかかわるお仕事には色々な種類があり、資格や免許が必要じゃなくても、知

識・技術が必要なので、たいへんだなと思いました。また、将来、動物にかかわるお仕事をしたいと思っ

ているので、がんばって資格や知識、技術をみにつけようと思いました。 

-- 

本日の講話を聞いて、人間と動物は、対等な関係であるが、目的によってはきびしい順練（※原文ママ）

をしたりして、仕つけたり工夫が必要とわかった。どんな仕事でも必要なのは人との付き合いが大切なの

で、これからもっと人との関わりを大切にしてコミュニケーションをとって社会にでる準備をしたいなと

思いました。 

-- 

働くことについては、お互いを支え合って働くことで、社会にもこうけんすることが出来ると思いました。

私は獣医師に興味があったのですが、国家資格や仕事に必要なこと、大切なことを学び、動物と関わる仕

事は想像以上に難しく、大変だと話をきいていて感じました。 

-- 

動物を扱うには、ちゃんと命を大切にし、しっかりとかんさつすることが大事だとわかりました！！自分

がなりたいと思っていたトリマーに関する仕事についてもしっかりと聞けてうれしかったです！！ 

-- 

自分は、高校を卒業したら動物関係の職につきたいので専門学校に行きたいです。なので今日聞いたこと

を忘れずに自分の力にかえてこれからの生活にいかしていきたいと思います。 

-- 

動物と関わる仕事につくには、自分が思っているよりもいろんな物が必要と分かった。自分の夢を叶える

ためにも、技術や知識を増やしていきたいと思った。 

-- 

命をあつかう仕事がどれだけ大変なことかがわかりました。 

-- 

動物に関わる仕事はたくさんあるけど、どれも観察することやコミュニケーション、知識・技術が大事で、

その分資格を取得したり経験を積むことが大事だと感じた。 

-- 

動物に関わる仕事は、思っていたより大変だなと思った。けっこうな体力が必要になってくるし、動物を
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中心とした生活になる覚悟も必要、またやる気・根性など必要になってくる。最初はトリマーになりたい

と思っていたけど、こんな軽い決意じゃだめだとわかったので、改めて考えようと思った。 

-- 

自分は将来、犬にかかわる事をしたいと思っていて、知識や技術だけでなく、観察力や、体力、時間がと

ても大切だと感じました。知識や技術も大切なので勉強もがんばっていきたいと思いました。 

-- 

動物を扱うには体力はもちろんの事、命を扱っているといういしきすることも大切で、観察力も必要だと

わかったし、人がこうして生活できているのは人が頑張って働いているので互いを支え合う心も大切だな

と思いました。 

-- 

動物と人間の病院はほぼ同じことが分かったけどなんで給料がちがうのかとっても気になりました。動物

に関わる仕事をするときには、体力づくりをがんばりたい。 

-- 

いくら、かわいい動物達に関わる仕事でも、生き物である以上命をあつかうので、それだけの技術や知識

を身につけることの大変さや、楽しいことばかりではなく、心体的（※原文ママ）にも、ふたんのかかる

仕事だということを、感じることができました。 

-- 

動物に関わる仕事につくには、たくさんの知識が必要で、動物中心の生活になることもあると言っていて、

体力しょうふ（※原文ママ）なところもあるみたいなのでそのために、今から必要なことを学んでいきた

いと思った。 

-- 

動物の仕事はたくさんあって選択しも多いけど共通で専門的知識や技術・資格が必要だったり、動物をし

っかり観察して命を扱っているという心構えや肉体労働でもあるという事など、たくさんの事について知

識を深める事ができたので、今後の将来の進路選択の参考にしていきたいと思った。 

 

 

動物に関わる仕事は、専門知識や専門技術、資格が必要。また、命にかかわる仕事なので観

察力や体力も必要な職業で、自分の将来の仕事をしっかり考えたいとしている。 
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3.2 中部農林高等学校（コミュニケーションの重要性）職業講話 
 

実施概要 
日時 令和 5 年 11 月 16 日  10：00～12：00 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科 1 年生 

 人数 36 名 

 講師 沖縄ペットワールド専門学校 吉田剛先生 

 内容 コミュニケーション力の重要性 

 

 

3.2.1 質問「この課題ではあなたが思った通り行動することができましたか？」（平均 4.2） 
 

 
アクティブラーニングでの行動 

 

92％の生徒が、「行動できた」「どちらかといえば行動できた」と答えた。 
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3.2.2 質問 「より深く自身のこと理解できましたか？」（平均 4.4） 

 
自己理解度 

 

94％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

 

 

3.2.3 質問 「他人のことを前より深く知る事ができましたか？」（平均 4.5） 

 
他人理解度 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 
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3.2.4 質問 「あなたにとってプラスになりましたか？」（平均 4.7） 

 
図 2-4 授業効用感 

 

100％の生徒が、「プラスになった」「どちらかといえばプラスになった」と答えた。 
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3.2.5 質問 「特に印象に残ったことや初めて知ったことを、箇条書きで記入してくださ

い。」 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の位置も原文のま

まにしている。 

 

初めて自分のパターンを知ってどんなことが得いなのかにがてなのかがわかりました！！ 

-- 

謎の宝島というゲームを初めて遊んでみたけどけっこうチームワークなどが大事になってとても楽しかっ

たと思う 

-- 

自分のエゴグラムがどういうのか分かった。協力して地図をつくることができた。 

-- 

エゴグラムで自分の事は理解できたんですけど謎の宝島で人と協力するのが苦手だと分かりました。 

-- 

今日はゲームをいっぱいして人とのコミュニケーション能力や協力性を高め、前よりもみんなのことを知

って仲を深めることが出来たと思います。めっちゃ楽しかったし、自分の正確のパターンを知ることがで

きたのでそれを生かして、自分に合うしょくぎょうに向けて勉強を頑張りたいと思いました！ 

-- 

人間関係を深めるために、ごちゃまぜＢＩＮＧＯや宝島の場所をグループで協力するゲームをして、自分

のことを知ることができたり、グループで話し合いをすることがあった。 

-- 

宝島のゲームがなかなか解決できなくて大変だった。コミュニケーションは役に立つことがわかった。宝

島のゲームは慎重にやっていかないと難しく育っているフルーツを食べたかった。 

-- 

他の人の特徴をごちゃまぜＢＩＮＧＯで意外な一面や面白い所などが知れたい、交流したりすることが出

来て、印象に残りました。後、自分自身のパターンも知れました。 

-- 

宝探しの時には話をよく聞くと地図のことが分かってきたのでよく聞いてメモを取ることが大事だとよく

印象に残りました。 

-- 

ごちゃまぜビンゴとか宝島もそうだけど、コミュニケーション能力がとても大切になってて、話すことで

自分が知らなかった情報を新しく得ることができると初めて知った。 

-- 

コミュニケーションとは自分のはなしをする、相手のはなしを聴く事だとわかりました。 

-- 

宝島が自分たちでクリアできなかったのがとてもくやしかったです。自分が以外にリーダーシップがあり

分からないことがあるとさいごまでつきとめたくなるせいかくだとわかった。 

-- 

○○さんがとてもいろいろやってくれて、私はさいしょらへんあまりりかいができなかったからすごいな

と思いました。 

-- 

たくさんの人、グループの人と宝の場所をあてるゲームをしてむずかしかったけど、コミュニケーション

が大切だなと思いました。 

-- 

グループで協力しながらゲームをする事が出来ました。自分の性格を知る事ができました。これからの学

校生活に活かしていきたいです。 

-- 

エゴグラムで自分についてする事ができた。人には一人一人役割がある。 

-- 

ごちゃまぜＢＩＮＧＯ・・・自分がどれくらい人とかかわれるか知ることができた。 

エゴグラム・・・自分の性格のパターンを理解することができた 

謎の宝島・・・自分がどれだけ話を共有する力があるか知る事ができた 

-- 

特に印象に残ったことは謎の宝島ゲームでみんなで情報を出し合い、どこに何があるのか見つけ出し、最

後には宝を無事探し出すことができて嬉しかったことです。初めて知ったことは、エゴグラムで自分は２
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の献身パターンだったということです。 

-- 

自分の自我がわかった。自分のエゴグラムは円満だった。印象に残ったことはなぞの宝島です。なぞすぎ

て数学の問題解くよりかも頭つかった気がしました。 

-- 

エゴグラムで自分の性格の特徴などが初めて分かりました。 

-- 

人と関わる仕事が必ずある 

コミュニケーションが大切になってくる 

積極的にとりくむことが大切 

-- 

謎の宝島ゲームが印象に残った。それぞれの情報にぜつみょうに場が分からない情報とかいらない情報と

かあって情報整理の能力などが身についたと思った。 

-- 

自分がどのタイプなのか、このクラスにはどのタイプが多いのか知ることができたし、友達がどのタイプ

なのかも知る事ができた。グループのみんなで情報を共有したりして問題を解いていくのが協力し合う事

ができたと思うから印象に残った。 

-- 

改めて自分の事を理解することができたし初めて知る自分の特徴もありました。ビンゴをしていろんな人

と話せたことがとくに印象にのこりました。 

-- 

エゴグラムチェックリストを通して、自分はＡが高くて大人な私という所が多いんだなということを初め

て知って驚きました。 

-- 

謎の宝島ゲームを通してあまりしゃべったことのなかった人とも意見交換したりとコミュニケーションを

取るいい機会になったので印象に残った。 

-- 

宝島で宝物の場所を見つけたりすることが印象に残りました。みんなで協力的にゲームに参加することが

できていたのでとても良かったです。 

-- 

謎の宝島でグループで協力して時間内に問題をとくことができた。自分が献身タイプ（誰かのためになに

かをしてあげたい） 

-- 

初めて知ったことは自分が明朗タイプだということです。特に印象に残ったことは宝島のゲームでみんな

で協力して正解をみちびきだせたことです。 

-- 

みんなで協力するゲームをやってて、みんなと協力してて楽しいなと思った。 

-- 

特に印象に残ったことは、あまり話したことがない人でも話せばいがいと楽しかったりしました。ゲーム

を通して誰とでも話せる力がとてもついたと思いました。 

-- 

エゴグラム・チェックリストをして自分のパターンを知る事ができました。自分のパターンの特徴を聞い

て当てはまるなと納得しました。周りの人のパターンも知れてよかった。 

-- 

印象にのこったことは、なぞの宝島です。むずかしい内容だったけど、グループの人と話し合って中まで

解くことができました。 

-- 

印象に残ったことは、宝さがしです。とても探すのがむずかしかったです。 

-- 

エゴグラムで自分の事をよくしれた。 

クラスの人がどんなタイプなのかエゴグラムでわかった 

最後のゲームで協力できた 

-- 

話さないと分からないことがわかりました。ごちゃまぜＢＩＮＧＯで自分から話さないとビンゴにならな

い事が分かった 
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謎の宝島ゲームを通して協力することやエゴグラムを通して自分の性格パターンがわかった

ことが印象に残った。 
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3.2.6 質問 「本日の講話を聞いて、感じたことや思ったことを自由に書いてください。」 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の位置も原文のま

まにしている。 

 

今日の講話でグループみんなで協力して地図をかんせいすることができました！！次はもっと早くかんせ

いさせるようにしようと思いました。 

-- 

男子地図読むの得意って言ってたけど少し方向おんちだったらしいから使えなかった。次はもうちょっと

早く情報を話せるようにする。 

-- 

感じたことは、ちゃんと情報をいったり協力してみんなでかん成したのがうれしかったけどいらない情報

があったのは意味が分からなかった。 

-- 

人と協力するのが苦手なので、それをどうにか改善できたらいいなと思いました。 

-- 

今日の講話で、自分のことも、友達のことも前より知ることができてよかったと思います。今日のことを

これからのせんたくに生かしていきたいなと思いました。今日はありがとうございました！ 

-- 

今日の宝島の場所のゲームで人とコミュニケーションをとることや、自分の意見を言うことが大事だなと

思いました。 

-- 

宝島のゲームが楽しかった。自分について知る事はおもしろい事だということも分かった。最初にやった

ビンゴは車の免許とか、外国に行ったことがあるとかは絶対にないやんっって思った。 

-- 

講話で自分の特徴パターンが知れたり、謎の宝島ではグループでの協力が大切になっていて、とても面白

かったです。それぞれ役割があてられていて、責任もありドキドキしました。これをきに、グループでの

協力を高めていけたらと思いました。 

-- 

エゴグラム、チェックリストで自分が円満な人なのか頑固な人なのかというのを知れてよかったと思う。

自分自身に向きあうのは大切だと思った。 

-- 

コミュニケーションは大切で、コミュニケーションを取ることでいろいろな事を知れると思いました。い

ろんなゲームをしてみて、頭を使って少しつかれたけどたのしかったです。 

-- 

自分にはまだ自己理解できていなかったことがあったけど、いつもとちがうメンバーでする宝島がしんせ

んでとてもたのしかったし、自分への自己理解が高まった。 

-- 

性格はどんなタイプの人が多いのかよく分かりました。相手のことを考えて行動したり発言したりするこ

とが大事だなと思いました（ゲームのとき）。 

-- 

たくさんの人とコミュニケーションがとれてとてもたのしかったです。自分の性かくがあまりわからなか

ったけどエゴグラム・チェックリストをやって明朗（アイドル型）みたいなのがあるとわかりました。 

-- 

エゴグラム、ごちゃまぜＢＩＮＧＯ、ひみつの宝島を通してみんなの協力やリーダーシップ、自分の特性

の大切さを知る事ができました。これからの学校生活に活かしていきたいです。 

-- 

謎の宝島であまり関わりのなかった人達と情報を交換しながら地図を完成させることができた。今後の学

校生活でコミュニケーションを高めていけるように自分から積極的に自己開示することや相手の話をしっ

かり聞くことも大切にしていきたいと思った。 

-- 

今回の講話やゲームをして今の自分がどれだけ人とかかられるのかというのを知ることができました。今

回のことをふまえてこれからの自分をもっとのばせるようにしたいと思いました。 

 

あまり話さない人と協力して物事を進めるのはきんちょうするし、できるかなと不安になるけど、実際に

やってみるとそれぞれの性格を知ることができて楽しかったです。 
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-- 

生きて行くためにはコミュニケーションはとても大切だということをあらためて知りました。相手にわか

りやすく伝えないといけないし、そこも自分で工夫しないといけないということもしりました。今日の授

業はあまり関わらない人とも関われたのでよかったと思いました。 

-- 

などの宝島で、自分は、あまり情報を想像できていなかったので、それぞれの情報に耳をかたむけて次は

出来るといいです。 

-- 

自分の知ってる情報をうまく伝えられるかを求められていた。その時に自分から話そうとする力と協力す

る力がとても大切 

-- 

自己主張がすごい人は周りの人からはウザいと思われるけど、それは長所の一つであって周りの人がその

人が能力を発揮する場所作りが大切だと思った。（他の人達にもいえる）それに、人が多ければ多いほど

発言する量も変わる方整理する能力と傾聴するいしきも必要だと思った。 

-- 

働くにはコミュニケーションや自分について理解する事が大事と分かったし、今回実際に自分について理

解することができたり、あまり普段話さない人ともコミュニケーションをして協力し合う事ができたから

すごくプラスになったと思うし良かった。 

-- 

今日、話を聞いてゲームをしてビンゴでは色々な人と話しコミュニケーションをとることができました。

エゴグラムでは自分の知らないところを知る事ができて、なぞの宝島を最後にして、みんなと協力できる

ことができたのでよかったです。 

-- 

謎の宝島というゲームを通して課題を進めていくことで大切なことは傾聴したり、一つ一つ解決していく

ことが大切だと思いました。 

-- 

私はコミュニケーション力が少し低かったので、これをきに高められたと思って楽しかったです。 

-- 

私はあまりコミュニケーション能力はないのですが、親しい友達とトレーニングしていくことでコミュニ

ケーション能力を身につけていこうと思いました。 

-- 

自分のことをよく知らなかったので今回のエゴグラムで自分のタイプがわかってよかったなと思った。も

っと自分をよく知って将来につなげていきたい。 

-- 

感じたこと、思ったことは自分のことを相手に伝えて自分も相手の情報をしっかりきくことの大切さがわ

かりました。今後の生活に活かしたい。 

-- 

なぞの宝島というゲームをやって必要な情報を必要な時に出してて、みんなでたくさん話ができてとても

楽しかった。 

-- 

やっぱり何事も話す、発言する、聞く、などのコミュニケーションなどはとったほうがよいということを

よくしりました。この講話を通して人と関わることの大切さが分かりました。 

-- 

とても楽しかった。 

-- 

友達と協力して行うことがとってもすきで、今日のゲームはとてもたのしかったです。 

-- 

性格しんだんで自分の性格についてしることができました。 

-- 

自分のことをよくしることができました。そして他の人のこともしることが出来ました。とても楽しかっ

たです。 

-- 

地図はとけなかったけど、自分の話をいえてあと少しでとけるところまできたのでよかったです。 
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ゲームを通じて、多くの生徒が、自分のことについて見つめるきっかけになったことがわか

る。またコミュニケーションの大切さや協力することの大切さにも気づけている。 
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3.3 高校生の職業意識に関する調査（中部農林高校前期） 

 
3.3.1 調査概要 
 

3.3.1.1 調査の目的 

令和 5 年度「沖縄・観光分野における有機的高専連携プログラム開発・実証事業」の教育効果測定をす

るために、高校生の職業意識がプログラム前後の変化を調査する。また、独立行政法人国立青少年教育振

興機構「高校生の進路と職業意識に関する調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」の調査項目を一

部取り入れ、全国の高校生と比較する。 

 

3.3.1.2 調査方法等 

 

 中部農林高校 南部商業高校 具志川商業高校 国立青少年教育振興機構 

調査時期 2023 年 7 月/2

月 

2023年7月/2月 2023 年 7 月/2

月 

2022 年 9～2023 年 1

月 

有効回答数 21/ 23/ 36/ 4822 

調査方法 集団質問紙法 集団質問紙法 集団質問紙法 集団質問紙法 

調査対象 - - - 全国 21 地域 28 校 

 

3.3.1.3 調査対象基本属性 

 

 中部農林高校 南部商業高校 具志川商業高校 国立青少年教育振興機

構 

男女比 男 14% 

女 86% 

男 4% 

女 96% 

男 0％ 

女 100% 

男 47% 

女 50% 

学年 1 年：0％ 

2 年：100％ 

3 年：0％ 

1 年：0％ 

2 年：100％ 

3 年：0％ 

1 年：0％ 

2 年：100％ 

3 年：0％ 

1 年：38.8％ 

2 年：31.4％ 

3 年：29.5％ 

 

 

3.3.1.4 南部商業・具志川商業・中部農林高校プログラム前調査 

 中部農林高校 

日時 7 月 20 日～9 月 1 日 

  対象 熱帯資源科動物コース 2 年生 

  人数 21 名（男 3 女 18） 

南部商業高校 

日時 7 月 10 日  

  対象 観光コース 2 年生 

  人数 23 名（男 1 女 22） 

 具志川商業高校 

日時 7 月 20 日  

  対象 リゾート観光科 2 年生 

  人数 36 名（男 0 女 36） 
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3.3.2 将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」

と回答した割合は約 8 割だった。また、全国と比較すると「よく話し合っている」が低かっ

た。 

※全国データは、高校２年生のデータ 

 

 
 

将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

  

14.3%

13.6%

16.7%

21.9%

66.6%

63.6%

61.1%

60.9%

14.3%

22.7%

19.4%

13.7%

4.8%

2.8%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中部農林

南部商業

具志川商業

全国（高２）

よく話し合っている ときどき話し合っている

あまり話し合っていない ほとんど話し合っていない
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3.3.3 将来希望する職業を決めているか 

 

商業系高校は、将来希望する職業を、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回

答した割合は約 3 割で全国の半数以上（52.2％）に対し低かった。 

中部農林高校は、52.4％で全国とほぼ同じだった。 

※全国データは、高校２年生のデータ 

 

 

 
将来希望する職業を決めているか  

14.3%

4.5%

5.6%

18.5

38.1%

27.3%

25.0%

33.7

38.1%

45.5%

55.6%

33.7

9.5%

22.7%

13.9%

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中部農林

南部商業

具志川商業

全国（高２）

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない

将来仕事に就きたいとは思わない
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3.3.4 「仕事」「働くこと」のイメージ 

 

３校とも「楽しい」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると多い。南部商業は、

「あまりそう思わない」「全くそう思わない」が 34.7％、中部農林が 33.3％で、全国

（24.1％）より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

「苦しい」について、南部商業は「とてもそう思う」が多く、具志川商業は「とてもそう

思う」が全国と比べて少なかった。中部農林は、95.2％が「とてもそう思う」「まあそう思

う」と答えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」  
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商業系高校は、「やりがいがある」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると多か

った。南部商業は、「あまりそう思わない」が 13.0％だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

 

「つまらない」について中部農林は、「とてもそう思う」が 19％だった。南部商業は、「ま

あそう思う」が 3 分の 1（34.8％）だった。具志川商業は「まあそう思う」が 8.3％で少な

く、「あまりそう思わない」「全くそう思わない」が 9 割を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 
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「生活のため」について、「とてもそう思う」が全国より多かった。特に中部農林は

95.2％だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

 

「社会人としての義務」について、「とてもそう思う」が全国と比較して多く、中部農林は

3 分の 2、具志川商業は半数だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 
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3.3.5 働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめ

た。 
 

中部農林は、「生活のため」「社会人としての義務」が非常に高かった。 

南部商業は、「苦しい」「楽しい」が共に高かった。 

具志川商業は、「苦しい」が最も少なかった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 
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3.3.6 職業を選ぶにあたって重視すること 
 

「収入」について、「とても重要」が全国（55.9％）と比較すると多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

「社会的地位」について、南部商業は「とても重要」が 21.7％で全国（8.8％）と比較す

ると 2.4 倍多かった。中部農林は、「とても重要」は 0％で、「重要でない」が 5 割を超え

た。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 
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「安定性」について、中部農林と南部商業は、全国（67.7％）と比較すると多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、商業系高校は、「とても重要」が全

国（22.5％）と比較すると多かった。南部商業は、「やや重要」と合わせると 87.0％にな

り、全国（72.3％）と比較して多かった。中部農林は、約 5 割が重要でないとした。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」 
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「自分の興味や好みに合っていること」について、商業系は、「とても重要」は全国と比べ

低かった。中部農林は 76.2％が「とても重要」と答えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、「とても重要」が全国（38.0％）と比較して半

分以下だった。また、「あまり重要でない」が、全国と比較すると多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 
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「能力を発揮できること」について、商業系は、「とても重要」が 6 割を超え、全国

（42.2％）と比較して 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、商業系は、「とても重要」が 7 割を

超え、全国（44.9％）と比較して 1.5 倍を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
 

職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とても重要」が全国より高かった。特に中

部農林は、90％を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、商業系は、「とても重要」が全国

（23.4％）の 2 倍以上だった。中部農林は、「とても重要」が 9.5％で 1 割に満たなかっ

た。また「全く重要でない」「あまり重要でない」は半数を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 
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「勤務地の場所」について、「とても重要」「まあ重要」が 9 割を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 
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3.3.7 職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合をま

とめた。 
 

南部商業は「安定性」が一位、具志川商業と中部農林は「働きやすいこと」が一位だっ

た。商業系高校は、「社会や人の役に立つ」「能力を発揮できる」項目が全国の 1.5 倍高かっ

た。 

「働く時間を自由に決める」は 3 校とも全国を大きく下回った。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要」と回答した割合 
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3.3.8 希望する勤務地 
 

「希望する勤務地」について、「今住んでいる市町村」は低く、「県内の市町村」が高かっ

た。県内就職希望者が多く全国と比較して県内志向が強い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
希望する勤務地 
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3.3.9 仕事に関する意識・考え 
 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、商業系高校は「とてもそう思

う」が具志川商業 47.2％、南部商業 34.8％で、全国（20.5％）と比較して多い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、商業系は「とてもそう思う」が南

部商業 52.2％、具志川商業 45.7％で、全国（31.3％）と比較して多い。中部農林は「とて

もそう思う」が 19.0％で全国の 3 分の 2 だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
若いうちはいろいろな仕事を経験したい 
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」が南部

商業 65.2％、具志川商業 57.1％、中部農林 71.4％で、全国（49.0％）より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう思う」が南

部商業 47.8％、中部農林 52.4％で、全国（30.7％）の 1.5 倍を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 
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「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 26.1％、具志川

商業 28.6％だった。「まあそう思う」を合わせると両校約 40％で、全国（17.7％）の 2 倍

以上だった。中部農林は「全くそう思わない」が 23.8％で全国（38.0％）より少なかっ

た。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
自分の会社や店を作りたい 

 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思う」が南部商

業 59.1％、具志川商業 42.9％、中部農林 38.1％で、全国（26.7％）を上回った。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
学歴より技術や技能を身につけることが大事だ  
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」が南部

商業 60.9％、具志川商業 48.6％、中部農林 42.9％で、全国（26.8％）を大きく上回っ

た。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

「地元で仕事や生活をしたい」について、「とてもそう思う」が中部農林 42.9％、南部商

業 39.1％で、全国（18.0％）の 2 倍を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
地元で仕事や生活をしたい 
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、商業系高校は、「とてもそう思う」が約 60％

で、全国（41.2％）の 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

「できるだけ高い地位につきたい」について、商業系高校は、「とてもそう思う」が約

20％で、全国（8.3％）の 2.5 倍だった。「まあそう思う」を含めると具志川商業で 6 割近

かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
できるだけ高い地位につきたい 
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「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思う」が南部

商業 43.5％で、全国（22.6％）の 2 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

「望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ」について、「全くそう思わない」が南

部商業 43.5％で、全国（21.4％）の 2 倍だった。一方、「とてもそう思う」が 13.0％で全

国（2.9％）と比較して 4 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
 

望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ 
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3.3.10 仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合を

まとめた。 
 

中部農林は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「仕事よりも自分の趣味

や自由な時間を大切にしたい」が高かった。 

南部商業は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「周りに反対されても自

分がやりたいことをしたい」「社会に役立つ仕事をしたい」が高かった。 

具志川商業は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「社会に役立つ仕事を

したい」が高かった。 

商業系高校は、特に「やりたいことに困難があっても挑戦したい」「若いうちはいろいろな

仕事を経験したい」「自分の会社や店を作りたい」が高かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 
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3.4 実証授業、令和 6 年度の取組みについての意見交換 
 

＜実証授業について＞ 
 

中部農林高校の生徒はどの分野に進学、就職するのか分からないので専門的部分は抑えつつ、まずは教

科書に載っている部分を最大に教え資格取得の意味や重要性を伝えるようにすることを 1 級では意識した。 

自身の課題としては 「なぜ資格を取るのか」 「取ることでどうなるか」といった部分が対策の授業に行

きがちとなり、生徒たちに届いていなかったと感じた。 

 

私たちの伝えたいことは授業の専門的な内容ももちろんであるが、その部分は教科書を読めば終わる。

その部分をどれだけ膨らませ、興味を持ってもらうかというところに注力したかという思いである。それ

がどれだけ高校生に伝わったか。もちろん愛玩動物飼養管理士の実習内容はコンテンツとして入れたが、

儀間委員と同様に今から動物を対象として仕事をすることと一緒に大事なものは何かということが 1 つひ

とつ話の中で伝わればと思う。高校生からの評価は聞いてみたい。 

 

専門学校の教員が教える内容がよりプロフェッショナルな教材で、実証授業後は質問内容の質が圧倒的

に違う。これまで以上に中身を突いてくる質問がくるので、我々ももっと勉強しないと伝えきれない。生

徒たちが限られた時間の中で教材を自分で開き勉強する際の集中力がとても高くなった。 

 

動物に関わらず「働く」ということがどういうことなのかを投げかけて働く意義、目的は人それぞれあ

るがどれも間違いなく、正解だという話をした後に動物に関わる仕事の紹介をした。最後にすべての動物

に関わる仕事として共通して大切なことは観察することと、動物の状況に合わせて仕事を行っていく必要

があるという点を話した。 

 

＜令和 6 年度の取組みについて＞ 
 

学生たちは私たちのような大人と話をするコミュニケーションとなると、いきなりは難しいと思うが子

どもであれば知らなくても話がしやすいだろうし、これが動物園の「ふれあいコーナー」などでいきてく

るのかと思う。 

 

やはり先生や学校主体でやるより、成長して次のステップに行くということで学生に考えさせる活動の

方が良いかと。例えば地域の課題を考えさせ、その課題を解決するために何か活動ができないかという地

域お助け隊や、老人ホームを回ってのセラピーなど。小中学校などでもよいが動物の学校に入ってきた子

たちが地域に還元して、それをお礼というか喜ばれる取り組みで行えると学生たちも喜ぶと思う。 

 

動物愛護週間に合わせ、沖縄こどもの国でも関連のイベントを実施している。沖縄ペットワールド専門

学校の学生にも参加してもらっている。コロナ禍で中止もあったが、ああいったイベントをもう少し推し

進めても良いかもしれない。私たちも学生たちに参加してもらいたいし、学生たちが何かしていると来て

くれる子どもたちも食いつきが違う。大人より学生たちから受け取るものは、また違う効果を生む。 

例えば、以前の「ふれあい広場」が「どうぶつ広場」にリニューアルした。モルモットやうさぎなど小

動物とふれあえる場所で、リニューアル前は子どもたちがワッと集まって自由に触っていた。現在は完全

予約として人数を制限し、飼育員が動物の触り方や接し方など 15 分のプログラムを組んで教えている。

このプログラムを学生たちにやってもらい、子どもたちに動物を通じてどのようなメッセージを伝えてい

くかなどを考えてもらうのも良い。学生たちが活躍する場、活動するフィールドの場として、沖縄こども

の国をぜひ活用してもらえればと思う。 
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4 第三回連携プログラム開発検討委員会 
 

実証授業報告と検討、令和 5 年度事業の振り返りと令和 6 年度の事業計画に関する意見交換

を行った。 
 

4.1 中部農林高等学校 職業講話（職業図鑑）プログラム評価 
 

実施概要 
日時 令和 5 年 12 月 8 日  11：20～13：10 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科 2 年生 

 人数 20 名 

 講師 株式会社 穴吹カレッジサービス  広原 敬幸 

 内容 「情報の取り方、まとめ方 ～職業図鑑～」 

 

 

4.1.1 質問 「授業の内容は、理解できましたか？」（平均 4.8） 

 

１００％の生徒が「よく理解できた」「だいたい理解できた」と答えた。 

 

 

4.1.2 質問 「授業の内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 5.0） 

 

100％の生徒が「大変役に立つ」と答えた。 
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よく理解できた だいたい理解できた

20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変役に立つ
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4.1.3 質問 「授業の全体的な感想を教えて下さい。」（平均 5.0） 

 

１００％の生徒が「大変よかった」「まあよかった」と答えた。 

 

 

  

19 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変よかった まあよかった
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4.1.4 質問 「授業を受けて、『はじめて知ったこと、はじめて聞いたこと』を記入してくだ

さい。 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の位置も原文のま

まにしている。 

 

話をするときに言葉の間に間を開けることが大切になる。 

-- 

メモをとる 

-- 

メモをとるコツが知りたかったので大事なことだけをメモすると聞けてよかった。 

-- 

伝言ゲームを通して、人がたくさんいてどっかでミスがおきたらだれもせめきれないこと 

-- 

メモはとったらいいくらいだと思っていたけど、メモの大切さやとることでとても自分のためになるこ

とがわかった 

-- 

メモは全部とるんじゃなくて、重要なとこ、思い出すように取った方がいいこと 

-- 

話すときは間が大事なことがわかった。メモをとる前からイメージをすることでメモがとりやすくなる

こととメモをとるときは自分の知っていることは書かず、重要なことだけかく。 

-- 

メモを取る時のコツで自分が初めて聞いたことか知らなかったことをメモする方がいいのと、相手が何

を話すかあらかじめ予想した方が書きやすいことなどを初めて知りました。 

-- 

テスト勉強などのさいに、あんきをするんじゃなくて夜ねるまえに思い出すとかのほうがいいんだとわ

かりました。 

-- 

メモをとるときは、全部かくのではなく重要なところだけをメモすること。 

-- 

はじめて知ったことは、伝言ゲームで、メモをとらないでやると時間や場所がききとりずらいことと、

メモをとっても、カタカナや数字などわ少しわかりにくいことをしりました。 

-- 

メモをとることは、自分がおもっていたよりも大切だとわかりました。 

-- 

話し方やかつぜつ、メモを取ることによって、人から人への伝わり方がちがう。 

-- 

伝言ゲームをした時、メモがあるのとないのでは進み具合がちがうということを感じたし、メモだけで

はなくハキハキしゃべることも大切だと思った。 

-- 

メモするときてきとうにかくと思っていたけど、まちがいがないように、かん字とかでかくことがわか

った。 

-- 

特にありません 

-- 

メモのとり方 

-- 

動物のときは異常じゃなくて異状とかくこと。 

-- 

メモを取ることは大切だと知り、必要なことを書く。コミュニケーションを取るときは、目を見た方が

伝わる。ハキハキしゃべることやスピード・トーンも大事だと思った。 

-- 

間をあけてしゃべることで聞き手が「お？」ってなるから、話をきいてくれるって事を初めて知りまし

た。 
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多くの生徒が「話を聞くときは＂メモ＂を取る」「話をするときは＂間＂をあける」「相手に伝えるため

には、話し方が大切」なことを、伝言ゲームや職業図鑑の「振り返り」を通じた「気づき」で自覚したこ

とが伺える。 
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4.1.5 質問 「授業を受けて『特に印象に残ったこと』を記入してください。 

 

動物との仕事だけでなく、話し方のことは大切になるので、今日学んだことを生かしたい。 

-- 

伝言ゲーム  うわさとかも伝わり方でちがう言葉になるから信じない方がいい 

-- 

メモの仕方や話すときの大事なことが印象に残った。 

-- 

シッターがツイッタになったこと  メモがどれだけ大事なのか。あとしゃべり方。 

-- 

伝言ゲームがあまりつたわらない  ききとりやすく話すのが大切 

-- 

伝言ゲームでメモを取る大切さを学びました。 

-- 

伝言ゲームで初めの人と最後の人で内容がかわるからおもしろいと思った。人の話をちゃんときくこと

は大事だと改めて知った。 

-- 

メモは全部集中して書かず、大事な所、知らなかった所だけ取ること 

-- 

伝言ゲームです。伝えることの大変さや覚える大変さがよくわかった。 

-- 

インタビューをみているときに質問で「この仕事をすることになったきっかけ」をきいていて高校から

が大切だと思った。 

-- 

伝言ゲームは、すこしでもせかされたりすると、頭がまっ白になって、伝えるのが難しいということが

印象に残こりました。 

-- 

インタビューにこたえている人全員が、ハキハキとわかりやすくしゃべっていた。 

-- 

インタビューする前からこんなことやってるはず、ってことを考えてメモをすることもできる。 

-- 

ドルフィントレーナーのインタビュー風景であいづちや言葉に間をあけてしゃべることなどが心に残っ

た。 

-- 

話するときに「はい」とかしゃべるときに間をつけることが印象に残った。 

-- 

メモの重要性に「後から思い出す為の記録」とあって、言われてみればそうだな、、、と改めて考えるき

っかけになったことが印象に残っています 

-- 

伝言ゲーム 

-- 

質問に答えるときの態度が大切  メモをとるだけで、より正確に伝わる 

-- 

コミュニケーションの大切さ。 

-- 

メモって大事なんだなって事が印象に残った。 

  



 第２部 令和 5 年度の活動 

4 第三回連携プログラム開発検討委員会 

58 
 

多くの生徒が「伝言ゲーム」が印象に残っている。「伝言ゲーム」や職業図鑑の「インタビ

ュー」を通じてメモの取り方・重要性、話し方によって相手へ与える印象が変わること、コミ

ュニケーション能力の必要性に「気づいた」。 
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4.1.6 質問 「今後、授業で取り上げて欲しい仕事内容や職業に必要なことなどがあれば自

由に書いてください。」 
 

電話しながらのメモ対応が苦手です。 

-- 

電話が苦手。初対面の人との話しかた 

-- 

とりまー 

-- 

声をハキハキだす 

-- 

アニマルカフェの仕事が知りたいです 

-- 

接客の正しい言葉使いを知りたい 

-- 

電話や人前で話す時のコツ 

-- 

仕事をするさいの最低限のマナーをしりたい。世の中の仕事をしりたい。 

-- 

電話のとりかた。動物理学療法師の仕事内容について知りたい。 

-- 

電話が苦手 

-- 

図書館司書について知りたい。 

-- 

ドックトレーナー 

-- 

ハキハキとしゃべれるようになる方法をしりたい 

-- 

お客さんとの話し方が知りたい。 

-- 

動物系の仕事のしゅるい 

-- 

ドッグトレーナーについて知りたいです。資格や仕事内容を知りたいです。 

-- 

ペットシッターや、猫カフェの経営、トリマーなどの仕事内容や、その職に就くまでの過程を知りたい

です。 

 

半数の生徒が「電話の取り方」「接客の方法」「社会人のマナー」といったコミュニケーションに関する

ことを挙げた。授業を通じて「今の自分に足りない部分」に気づいたことがわかる。 
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4.1.7 質問 「授業を受けて、感じたことや思ったこと、など、自由に書いてください。」 
 

難しい話だけでなくゲームも通じていて楽しく学ぶことができた。 

-- 

伝言ゲーム楽しかった。 

-- 

将来働くときに必要なコミュニケーション能力やメモの取り方を知れたし、とても勉強になった。 

-- 

これからメモは大事なところだけじゃなくてしゃべりかたコミュニケーション能が必要  メモだけじ

どこかでミスる。 

-- 

職しゅややることよりもコミュニケーションが大切だと思いました  知識も大切だけどコミュ力も同

じくらい大切だと思いました 

-- 

動物のことだけではなく人とのコミュニケーションも必要で話し方からメモを取ったりなども重要とい

うことが今日の授業で実感できました。 

-- 

インタビューのときみんな「はい」を言ったり、はきはきしていたり、明るく話しているのが良かった

から参考にしようと思う。 

-- 

メモがどれだけ大事なのか、メモを取る時のコツが分かった 

-- 

メモをしっかりととることは大切なんだとわかりました。今後は、忘れそうなときとかのために、メモ

をもち歩こうかなと思いました。 

-- 

メモのとり方がわかったのでこれからバイトするときもメモをとって忘れていることがないようにした

いなと思いました。そして動物に関わる仕事はたくさんあるのでその中から自分にあっている仕事を探し

ていきたいなと思いました。 

-- 

今日は、人に何かを伝えることは、自分が思っているよりとても難しいことと、メモは、大事なところ

をめもすることが大切だとわかりました。 

-- 

自分がつきたい仕事についてもつらいことや苦しいことがあるとわかりました。でもつらいことをのり

こえたら、たりがいやほこりになるとわかりました。 

-- 

しょく業によって、話し方がかわる。 

-- 

気づいたことはすぐじっせんすることが大切だとおもった 

-- 

自分もかつぜつがわるかったりききにくかったりするので、ハキハキしゃべりたいと思いました。 

-- 

メモのとり方や話し方など、将来どこに行っても使えるようなことが分かって良かったなと思いまし

た。自分では中々意識してないところもあったので、これを機に少しでも身につけられた良いなと思いま

した。 

-- 

動画をみて、なかなかきくことのできない仕事の内容や辛いこと、やりがいをきけたのがよかったと感

じました。 

-- 

話すスピードとか答え方を変えるだけで相手への伝わり方が変わることを感じました。授業をうけると

きに先生が言ったことをメモしようと思いました。 

-- 

これからバイトとかでも、職業についたときでもメモを取ることを忘れず、不必要なことは聞き流そう

と思う。コミュニケーションは、思いやりが必要だと思いました。 

-- 

ドルフィントレーナーやペットショップの人のしゃべり方をマネしようと思いました  あと、授業と

かでもメモをいっぱいとろうと思いました。  
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多くがメモを挙げている。また、職業図鑑の「インタビュー」の視聴を通じて職業を知るだ

けでなく、情報を正確に相手へ伝える必要性とその方法、誰かと話をする際にはあいづちや言

葉の間を意識することで円滑なコミュニケーションが構築できる大切さも学んでいることを裏

付ける結果となった。 
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4.2 北部農林高等学校 職業講話 
 

実施概要 
日時 令和 5 年 12 月 13 日 3～4 校時 

 対象 沖縄県立北部農林高等学校 熱帯農業科 1 年生 

 人数 25 名 

 講師 ＫＢＣ学園地域創生室 花城奈美子先生 

 内容 マナー研修 

 

 

4.2.1 質問「本日の授業の内容は、理解できましたか？」（平均 4.8） 
 

授業理解度 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

4.2.2 質問 「今日の授業の内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 4.8） 
 

役立ち（効用）感 

 

100％の生徒が、「大変役に立つ」「まあ役に立つ」と答えた。 

  

18 6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変理解出来た どちらかといえば理解出来た

19 5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変役に立つ まあ役に立つ
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4.2.3 質問 「あなたは将来希望する職業を決めていますか？」（平均 3.6） 
 

キャリアプランニング度 

 

50％の生徒が、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と答えた。まだ考えていない生徒は

17％だった。 

 

  

7 5 8 3 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない

将来仕事に就きたいとは思わない
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4.2.4 質問 「授業を受けて初めて知ったこと、初めて聞いたことを記入してください。」 
 
※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、ひらがな表記や句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

-- 

めいしいれにいれることです。 

-- 

働くことはすべての仕事が人の役に立っていて、チームワークと周りの人への配慮が大切だとわかりま

した。敬語や礼儀だけでなく、相手に対しての思いやりと気づかいを行動にすることが大切だとわかりま

した。 

-- 

はじめて知ったことは、めいしをわたすのとうけとるのを同時にやるということと、めいしは、訪問し

てきた人から先に自己紹介するということを知りました。 

-- 

うしろで手をくんでおじぎしてはいけない 

-- 

あいさつの声の大きさやおじぎの角度の大切さを学ぶことができた。また、第一印象も大切ということ

を知れた。 

-- 

おじぎの角度が決まっていることが授業を受けてはじめて知りました。 

-- 

めいしのわたすたかさや、すこしからだをまえかがみにしないといけないということがわかった。 

-- 

おじぎするときは、ことばをさきにいっておじぎをすることをはじめてしることができてよかったです。 

-- 

２人でのめいしのわたし方とうけとり方を初めてしった。語先後礼ということばもはじめてしった。 

-- 

めいしのわたすかくどやわたすときあいての右がわにわたすのがわかった。 

-- 

ノックは２回でも３回でもどっちでもいい。 

-- 

名紙のうけとり方は名紙入れの上におく。 

-- 

身だしなみチェクをしないと清潔感がないと、第一印象できめられることが知った。 

-- 

今後、社会に出る上で、必ず必要になってくる名刺の取り扱い方、交換の仕方について知った。 

-- 

入退室の流れと姿勢について学んだこと。 

-- 

面接でのたいどやすわり方などをくわしく知ることができた。 

-- 

人は３秒から５秒で印像がつくということをはじめてしりました。 

-- 

キャリア講座を受けて、印象の良い挨拶をするには、相手の目をしっかり見て、笑顔で挨拶をしてお辞

儀をすると良い印象になることがわかった。 

-- 

おじぎやあいさつ、基本中のことがこんなにむずかしいんだとはじめて知りました。 

-- 

人は第一印象は３秒～５秒できまることがはじめてしりました。 

-- 

めいしこうかんのときにあいてのめいしはうえにおくということをはじめてしったのでこれからめいし

こうかんとかあるときはこの学んだ事をしっかりやりたいです。 

-- 

人の印象は、初めの３秒～５秒で決まる。 

-- 
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今回、授業を受けて思いやりや気くばりが大切だと学びました。目に見えない心や気持ちが形となって、

あらわせられる事ができると知りました。 

-- 

あいさつのかくどは３しゅるいもあるのははじめてしった。ごせんごれいもとても大事だと思ったし、

れいのしせいや、ことばづかい、目せんなども大事だと分かった。 

 

 

 

名刺の受け渡し、お辞儀、挨拶、姿勢などマナーの基本を多くの生徒が挙げている。また、

人の印象は 3～5 秒で決まることも挙げている。実習を通じて、社会のマナーの大切さが体感

できている。 
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4.2.5 質問 「授業を受けて特に印象に残ったこと、授業を受けてよかったことを記入して

ください。」 
 

 

きもちのいいあいさつとおじぎのかくどが大事だと分かった。 

-- 

授業を受け面接の時に役に立つ事が多くしれたのでよかったです。特にマスクをしていても、目やまゆ

げをあげることによって、印象がかわるとわかりました。 

-- 

みんなとめいしこうかんです。 

-- 

めいし交換のやり方をしれてよかったです。おじぎのやり方など将来にやくだつことをいっぱいしれて

よかったです。 

-- 

あいさつのしかたや姿せいのしかた、おじぎのしかたなどがまなべてよかったです。 

-- 

この授業を受けて、将来、働いたときになどに、今日習ったことを生かして、印象よく挨拶、また思い

やりをもって相手と接することを頑張っていきたい。 

-- 

あいさつした後のおじぎなどを学べてよかった。あいさつはとしをとってもずーと使うので学べてよか

った。 

-- 

名氏交換のやり方を改めて学べたからよかったです。 

-- 

日々の習慣でおもいやりや気くばりなどをいしきしようと思った。 

-- 

面接の基本のやり方とか、お辞儀とかを教えてもらったことです。自分がたりなかったところを教えて

くれたこと。 

-- 

就職や進学の際行う面接での態度、礼儀、マナーについて知れた事が自分にとって大きな知しきだった。 

-- 

あいさつのしかたをしっかりならったので、毎日こころがけたい。 

-- 

歩き方が相手からみるとよくないということがわかった。すわり方や、印象の良い挨拶、お辞儀が受け

てよかったなと思った。 

-- 

めいしのわたしかた。 

-- 

あいさつれいぎ、めいしこうかんなどは、しょうらいやくにたつので授業をうけてよかったなと思った。 

-- 

授業をうけてよかったことはめんせつなどをするときは語先後礼をすることで相手に礼儀をしめすこと

ができることを知れた。 

-- 

イスにすわるときは、しずかにちゃくせきすることをすることができました。 

-- 

おじぎのかくどとめいしのたかさなどがしれてよかった。 

-- 

授業を受けて特に語先・後礼が残っています。 

-- 

めいしの受け取り方やわたし方、また、あいさつのしかた、印象よくする方法を学べてよかったと思う。

将来に役立てるようにしたい。 

-- 

めんせつとかでつかうことを今からならえてよかった。 

-- 

授業を受けて特に印象に残ったことは、めいしをわたすのとうけとる練習です。体験のしたことのない

経験だからとっても印象に残った。この授業でこれからの役に立つことを学べてよかった。 
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-- 

名刺交換するときに、名刺を相手にわたすときは、相手が名刺入れに乗せてあげる、少しおじぎするこ

とがわかりました。 

-- 

ぼくが、特に印象の残ったことは、ドレミファソラシドのファのことです。 

 

 

 

あいさつやおじぎ、めいしの渡し方など相手の印象が変わることを挙げている。自分目線で

はなく、相手目線で自分を見つめる必要があることに気づけている。 
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4.2.6 質問 「今後、授業で取り上げて欲しい仕事内容や職業に必要なことなどがあれば自

由に書いてください。」 
 

 

政治活動についてくわしくしりたいです。 

-- 

パティシエの仕事を知りたい。どのような道に進んだらいいのか。 

-- 

これからの学校生活で授業でならったことをいかしたいです。 

-- 

世界のひんこんの人を助ける仕事。 

-- 

電話の時どうしたらいいか、少し苦手。 

-- 

自分がどんな仕事に向いているのかを知りたい。 

-- 

リモートでの対面の際、気をつける事ややってはいけない事を知りたい。 

-- 

農業のことについて話してほしいです。 

-- 

しゅうしょくするためにはどのようにしていけばいいのかを知りたいです。 

-- 

美容師などの仕事内容をあげてほしい。 

-- 

しゅじゅつ 

-- 

のうぎょうの仕事について 

-- 

調理の仕事について知りたい 

 

アンケートにも出ている通り、将来の職業を意識している生徒がいる反面、まだ考えられて

いない生徒がいることがわかる。 
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4.3 高校生の職業意識に関する調査（中部農林高校前後期） 
  

4.3.1 調査概要 

 
前調査 

日時 2023 年 9 月 1 日 

  対象 熱帯資源科 動物コース 2 年生 

  人数 21 名（男 3 女 18） 

後調査 

日時 2024 年 1 月 21 日 

  対象 熱帯資源科 動物コース 2 年生 

  人数 18 名（男 2 女 16） 

 

4.3.2 将来の生き方や進路についての保護者との会話 
 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」

と回答した割合は 88.9％で、前回と比較すると 7.9 ポイント増加した。 

全国（82.8％）と比較すると 6.1 ポイント上回った。 

保護者との会話は全国と比較してできていることがわかる。ただし、女性比率が高いの

で、性差による保護者とのコミュニケーション差も考慮する必要がある。 

 

 

 

 
将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

  

5.6%

14.3

21.9

83.3%

66.7

60.9

5.6%

14.3

13.7

5.6%

4.7

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後

前

全国（高２）

よく話し合っている ときどき話し合っている

あまり話し合っていない ほとんど話し合っていない
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4.3.3 将来希望する職業を決めているか 
 

将来希望する職業を、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合は

50.0％で、前回と比較すると 2.4 ポイント減少した。 

全国（52.2％）と比較すると 2.2 ポイント下回った。 

まだ考えていない生徒は 9.5％（2 人）から 5.6％（1 人）に減少した。 

 

 

 

 
 

将来希望する職業を決めているか  

11.1%

14.3%

18.5

38.9%

38.1%

33.7

44.4%

38.1%

33.7

5.6%

9.5%

13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後

前

全国（高２）

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない
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4.3.4 「仕事」「働くこと」のイメージ 
 

「楽しい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は 50.0％で、前

回と比較すると、16.7 ポイント減少した。 

全国（75.8％）と比較しても 25.8 ポイント低く、半数の生徒に働くことに対してネガテ

ィブな感情が見られた。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

 

「苦しい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」と回答した割合は、77.8％で、

前回と比較すると 17.4 ポイント減少した。 

全国（87.9％）と比較すると、10.1 ポイント低かった。 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」 
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「やりがいがある」について、「とてもそう思う」と回答した割合は 61.1％で、前回と比

較すると、13.5 ポイント増加した。 

全国（49.4％）と比較しても、11.7 ポイント高かった。 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

 

「つまらない」について、「とてもそう思う」が 5.6％で、前回 19.0％から大きく減少し

た。ただし、「まあそう思う」を合わせると 44.5％で、前回と比較すると 16.0 ポイント増

加した。 

「とてもそう思う」「まあそう思う」のネガティブな感情を全国（23.9％）と比較すると、

20.6 ポイント高かった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 
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「生活のため」について、前回と同様に 1 人を除いて全員が「とてもそう思う」とした。 

全国（69.3％）と比較すると、25.1 ポイント高かった。 

 

 

 
 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

 

「社会人としての義務」について、「とてもそう思う」が 38.9％で、前回と比較して 27.8

ポイント減少した。 

全国（36.6％）と比較すると、ほぼ同値になった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 
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4.3.5 働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめ

た。 
 

前回と比較して増加の割合（変化率）が高かったのは、「やりがいがある」で 1.28 倍だっ

た。 

前回と比較して減少の割合（変化率）が高かったのは、「楽しい」で 0.23 倍だった。次い

で、「つまらない」が 0.29 倍だった。 

全国との比較で大きく差があったのは、「つまらない」で 1.98 倍。次いで、「生活のため」

1.36 倍だった。2 分の 1 を下回ったのは、「楽しい」で 0.30 倍だった。 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 
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4.3.6 職業を選ぶにあたって重視すること 
 

「収入」について、「とても重要」と回答した割合が 77.8％で、前回と比較すると 11.1

ポイント増加した。 

全国と比較すると、21.9 ポイント高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

「社会的地位」について、「とてもそう思う」が 11.8％で、前回ゼロから増加した。「まあ

そう思う」を合わせると 50.0％で、全国（56.4％）と比較すると 6.4 ポイント低かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 
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「安定性」について、「とてもそう思う」が 50.0％で、前回より 21.4 ポイント減少し

た。 

全国と比較すると、17.7 ポイント低かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、「とてもそう思う」が 11.1％で、

前回と比較して 7.9 ポイント減少した。 

全国（22.5％）と比較すると、11.4 ポイント低くかった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」  
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「自分の興味や好みに合っていること」について、「とてもそう思う」が 66.7％で、前回

と比較して 9.5 ポイント減少した。 

全国と比較すると、ほぼ同値になった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、「とてもそう思う」が 33.3％で、前回と比較

すると 19.0 ポイント増加した。 

全国（38.0％）と比較すると、ほぼ同値となった。 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 
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「能力を発揮できること」について、「とてもそう思う」が 66.7％で、前回より 28.6 ポ

イント増加した。 

全国（42.2％）と比較すると、24.5 ポイント高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、「とてもそう思う」が 44.4％で、

前回と比較すると 6.3 ポイント増加した。 

全国（44.9％）と比較すると、ほぼ同値になった。 

「まあそう思う」と合わせると、77.7％で、全国と比較すると 8.3 ポイント低かった。 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とてもそう思う」が 100.0％で、前回と比

較すると 9.5 ポイント増加した。 

全国と比較すると 28.5 ポイント高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が

33.4％で、前回と比較して 14.2 ポイント減少した。 

全国と比較すると、35.8 ポイント低く、大きく差が開いた。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 
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「勤務地の場所」について、「とてもそう思う」が 38.9％だった。前回と比較すると

5.6 ポイント増加した。 

全国と比較すると、ほぼ同値になった。 

「まあそう思う」を合わせると 88.9％で、全国と比較すると 6.4 ポイント低かった。 

 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 
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4.3.6 職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合

をまとめた。 
 

前回と比較して増加の割合（変化率）が高かったのは、「社会的地位」でゼロから 11.1％に

なった。次いで、「働く時間を自由に決める 2.33 倍、「能力を発揮できる」1.75 倍、「新しい

ことにチャレンジできる」1.75 倍だった。 

前回と比較して減少の割合（変化率）が高かったのは、「仕事のやり方を自由に決めることが

できる」で 0.58 倍だった。 

全国との比較で大きく差があったのは、「能力を発揮できる」で 1.58 倍、「働きやすいこ

と」1.40 倍、「収入」が 1.39 倍だった。2 分の 1 を下回ったのは、「仕事のやり方を自由に

決めることができる」で 0.49 倍だった。 

 

 
職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要（そう思う）」と回答した割合 
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4.3.7 希望する勤務地 
 

「希望する勤務地」について、「県内の市町村」が 72.1％で前回と比較すると 5.5 ポイン

ト減少し、「県外」が 5.5 ポイント増加した。 

全国と比較すると、「県内志向」は、18.3 ポイント高い。 

 

 

 
希望する勤務地 
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4.3.9 仕事に関する意識・考え 
 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、「とてもそう思う」が 16.7％

で、前回と比較して 2.3 ポイント減少した。 

全国（20.5％）と比較すると 3.8 ポイント低い。 

 

 
やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」が 11.1％で、

前回と比較して 7.9 ポイント減少した。 

全国（31.3％）と比較すると 20.2 ポイント低い。 

 

 
若いうちはいろいろな仕事を経験したい 
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」「まあ

そう思う」が 100.0％になった。前回と比較すると 9.6 ポイント増加した。 

全国（85.2％）より 14.8 ポイント高かった。 

 

 
暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう思う」「ま

あそう思う」が 94.4％で、前回と比較すると 3.9 ポイント増加した。 

全国（81.4％）と比較すると、13.0 ポイント高かった。 

 

 

 
仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 
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「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」が 16.7％で、前回と比較す

ると 7.2 ポイント増加した。 

全国（6.0％）と比較すると 10.7 ポイント高かった。 

 

 
自分の会社や店を作りたい 

 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思う」「まあそ

う思う」が 83.3％だった。前回と比較すると 11.9 ポイント減少した。 

全国（78.5％）と比較して 4.8 ポイント高かった。 

 

 

 
学歴より技術や技能を身につけることが大事だ 
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」が

55.6％で、前回と比較すると 12.7 ポイント増加した。 

全国（26.8％）と比較すると、28.8 ポイント高かった。 

 

 
周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

「地元で仕事や生活をしたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 77.7％

で、前回とほぼ同値だった。 

全国（57.1％）と比較すると、20.6 ポイント高かった。 

 

 

 
地元で仕事や生活をしたい 
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、「とてもそう思う」が 44.4％で、前回と比較す

ると 11.1 ポイント増加した。「まあそう思う」と合わせると、72.2％で、前回より 4.0 ポ

イント減少した。 

全国（86.1％）と比較すると、13.9 ポイント低かった。 

 

 
社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

「できるだけ高い地位につきたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が

33.3％で、前回と同値だった。「全くそう思わない」が 22.2％で前回と比較すると 7.9 ポイ

ント増加した。 

全国の「とてもそう思う」「まあそう思う」（42.8％）と比較すると 9.5 ポイント低かっ

た。 

 

 

 
できるだけ高い地位につきたい 
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「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思う」が

22.2％で、前回と比較すると 7.9 ポイント増加した。 

全国（22.6％）と比較すると、ほぼ同値になった。 

 

 

 
よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

「望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ」について、「とてもそう思う」が

33.3％で、前回と比較して 4.7 ポイント増加した。 

「とてもそう思う」「まあそう思う」の全国（26.2％）と比較して、7.1 ポイント高かっ

た。 

また、「全くそう思わない」の全国（21.4％）と比較して、6.4 ポイント高かった。 

 

 

 
望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ  
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4.3.10 仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合を

まとめた。 
 

前回と比較して増加の割合（変化率）が高かったのは、「自分の会社や店を作りたい」で

1.75 倍。次いで「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」1.56 倍、「社会に役立

つ仕事がしたい」1.33 倍だった。 

前回と比較して減少の割合（変化率）が高かったのは、「若いうちはいろいろな仕事を経験

したい」で 0.58 倍、次いで「やりたいことに困難があっても挑戦したい」0.88 倍、「学歴

より技術や技能を身につけることが大事だ」0.88 倍だった。 

全国との比較で 2 倍以上の差があったのは、「自分の会社や店を作りたい」で 2.78 倍、

「地元で仕事や生活をしたい」が 2.47 倍、「周りに反対されても自分がやりたいことをした

い」が 2.07 倍だった。2 分の 1 を下回ったのは、「若いうちはいろいろな仕事を経験した

い」で 0.36 倍だった。 

 

 
 

仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 
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4.4 実証授業評価検討と令和 6 年度事業の意見交換 

 
＜実証授業と職業意識調査結果の検討＞ 

 

「内地で仕事をしたい」という意識が少し高くなっているのを見て、少し視野が広がってい

るのかと思ったら「地元で働きたい」がダントツに高いものもあって、どちらの気持ちなのか

よくわからない。 

 

職業を選ぶ際に重視する点で「能力を発揮できる」項目が商業高校でもの凄く高く、農林高

校は低かった。商業高校では在学中に簿記や PC など多くの資格を取得する。これらを活かし

た職業が認知、実感しやすいのではないかと思った。 

中部農林高校でも「自分の能力を発揮できる仕事」と「自分の興味や好みに合っている仕事」

という項目に相関関係があった。自分の進路をはっきり決める際、自分の能力がどのくらいか

分かることが大事なのではという結果が出ている。 

 

中部農林高校の授業で行った「伝言ゲーム」は、10 人ずつ縦に列をつくり先頭の人にある文

章を読ませ、後ろの人へ伝えていく。当然、後ろの人の答えはデタラメになる。なぜそのよう

な結果になったか１人ひとり問いかけて気づかせる。次年度も高校で実施したい。 
 

 
＜令和 6 年度事業計画の検討＞ 

 

看護専攻では、ボランティアを通じフィールドワークという方法で地域に貢献することをこ

れまで行ってきた。ブースを設置させてもらい、犬の耳掃除や爪切りといった日常でできるケ

アの指導や手入れを行っている。また、寄生虫の知識やワクチン啓発を実施した。 

 

飼育専攻では、沖縄子どもの国に協力してもらい動物愛護週間の期間に動物の生態や飼養の

「スタンプラリー」を実施した。学生にとって、来園者に責任をもって情報を伝える責任感、

子どもたちに対する言葉づかいや接し方などすごく勉強になる。 

 

トータルペットケア専攻では、浦添市の公園で「ドックラン」「爪切り」「耳掃除」といった

ボランティア活動を学生たちが企画。全ての売り上げを募金にあてた。また、老人ホームで動

物とのふれあいボランティアを学生たちと相談して実施したこともあった。 

 

動物園としても、学生が来てくれると盛り上がる。学生たちにとって、より良い学びの場に

なるようにこれからも一緒にやっていきたい。また、インターンシップにもぜひ来てほしい。

飼育員も増え、45 名ほどいる。６つの班に分かれて中部農林高校の卒業生が班長を務める班

もあり、中核を担ってくれている。中部農林高校の現役生にも見に来てもらえればと思う。 

 

中部農林高校から動物愛玩の１級対策を受けた生徒が何人か入学してくる予定。各専攻にい

るので、そのメンバーが中心となることがプログラムの理想だと思っている。ボランティア活

動でどの部分まで入っていけるかは分からないが、内部でも検討しながら進められればと思っ

ている。 

 

卒業生を対象とした看護とトリマー関係のセミナーも考えている。 

看護専攻では、卒業生と現場で働くスタッフを対象に年２～３回セミナーを実施する。 

トータルペットケア専攻では、ハサミを使ったカットの練習ができる場と、いろんな犬種の

シザーリング研修を考えている。 

 

このプログラムを通じて、私自身が生徒の成長を１番に感じている。３年目でとても良い結
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果が出たと思う。愛玩動物試験の結果以前に生徒たちの動物に触れあう意識が着実に上がって

いる。連携プログラムを受けた生徒が沖縄ペットワールド専門学校に入学する。この子たちの

成長がとても楽しみ。入学後の活躍が期待されるなか、残った後輩たちは先輩らの活躍を見て

いるのでもっと意識が高くなると期待される。 

 

卒業生向けのセミナーは、小さく生んで大きく育てるように取り組んでいるので、参加者が

少ない場合でもマンツーマンで実施していこうと現場の職員が頑張ってくれている。一番大事

なのは「告知」である。 

 

アンケートから「電話対応」や「話し方」をさらに学びたいという結果が出ていた。最近は

携帯電話により個々人で友達としか会話をしない。固定電話が無い家庭もあり、友達の両親な

ど目上の人とやりとりをする経験が一切ないという前提がある。 

 

最近、当然知っている前提で「ここまで伝えなければいけないのか」「こういった認識がない

のか」という経験があった。人材の育成という点で時代が変容していくなか、大変であると思

うが良い事業なのでできることを一緒に出来ればと思う。 

 

社会人として働くことのイメージ調査で「義務」と捉えている生徒が減少している結果があ

った。これがどういった意味なのか考えてしまう。義務というと押し付けられている感じはす

るが、基本的に仕事とは「社会と約束をすること」と捉えて能動的に自分からどんどん仕事を

選び、自己実現させていく子がこの事業で育てていければと思っている。 
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5 第三回連携プログラム委員会以降に取りまとめた職業意識調査 
 

5.1 高校生の職業意識に関する調査（中部農林・南部商業・具志川商業） 
 

5.1.1 調査概要 
  

中部農林高校 

日時 1 月 15 日 

  対象 熱帯資源科動物コース 2 年生 

  人数 18 名（男 2 女 16） 

南部商業高校 

日時 1 月 29 日  

  対象 観光コース 2 年生 

  人数 20 名（男 1 女 19） 

 具志川商業高校 

日時 1 月 18 日  

  対象 リゾート観光科 2 年生 

  人数 34 名（男 0 女 34） 

 

 

5.1.2 将来の生き方や進路についての保護者との会話 
 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」

と回答した割合は約 9 割で、全国と比較すると高い。 

※全国データは、高校２年生で男女比がほぼ均衡しているデータ 

 

 

 
将来の生き方や進路についての保護者との会話 
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5.1.3 将来希望する職業を決めているか 
 

「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合が具志川商業で低かった。 

 

 

 

 
将来希望する職業を決めているか  
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5.1.4 「仕事」「働くこと」のイメージ 
 

南部商業は、「とてもそう思う」「まあそう思う」が高く、中部農林は低かった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

「苦しい」について、南部商業は「とてもそう思う」が少ない。３校ともネガティブなイ

メージを持っている生徒が全国に比べると少ない。 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」  
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中部農林に「とてもそう思う」が多かった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

「つまらない」について中部農林は、「とてもそう思う」「まあそう思う」が多かった。具

志川商業は「とてもそう思う」が多かった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 
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「生活のため」について、「とてもそう思う」が中部農林に多く、南部商業に少なかった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

 

「社会人としての義務」について、「とてもそう思う」が具志川商業に多かった。 

 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 
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5.1.5 働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめ

た。 
 

中部農林は、「生活のため」「やりがいがある」が高く、「楽しい」が低かった。 

南部商業は、「楽しい」が高かった。 

具志川商業は、「社会人の義務」が高かった。 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 
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楽しい

苦しい

やりがいがある

つまらない

生活のため

社会人としての義務

中部農林 具志川商業 南部商業 全国
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5.1.6 職業を選ぶにあたって重視すること 
 

「収入」について、「とても思う」が全国（55.9％）と比較すると多く、特に中部農林が高

かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

「社会的地位」について、南部商業は「とてもそう思う」が非常に高く、具志川商業はゼ

ロだった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 

  

77.8%

66.7%

65.0%

55.9%

22.2%

33.3%

35.0%

41.2% 2.6%
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全国
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25.0%

8.8%

38.9%

38.1%

55.0%

47.6%

50.0%

47.6%

20.0%

39.3%

14.3%

4.0%
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「安定性」について、「とてもそう思う」が中部農林と南部商業は、全国と比較して低かっ

た。 

 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、南部商業は「とてもそう思う」が

高く、中部農林が低かった。「まあそう思う」と合わせると南部商業は 95.0％で非常に高か

った。 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」 

  

50.0%

71.4%

55.0%

67.7%

44.4%

28.6%

45.0%

29.8%

5.6%

1.8%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林

具志川商業

南部商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない



 第２部 令和 5 年度の活動 

5 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に取りまとめた職業意識調査 

100 
 

 

「自分の興味や好みに合っていること」について、商業系は、「とてもそう思う」が高かっ

た。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、「とてもそう思う」が具志川商業で特に低かっ

た。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 

  

66.7%

76.2%

75.0%

63.8%

27.8%

19.0%

25.0%

31.3%

5.6%

4.8%

4.0%
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全国
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「能力を発揮できること」について、中部農林と南部商業の「とてもそう思う」が非常に

高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、南部商業が高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 

  

66.7%

38.1%

70.0%

42.2%

27.8%

57.1%

25.0%

47.6%

5.6%

4.8%

5.0%

8.9%
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全国
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44.4%
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35.0%
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とてもそう思う」が中部農林 100％、具志

川商業 90％だった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、南部商業が「とてもそう思う」が全国

の 2 倍以上だった。具志川商業、中部農林は、「まあそう思う」を合わせても全国と比較する

と低かった 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 

  

100.0%

90.5%

75.0%

71.5%

9.5%

25.0%

26.5% 1.7%
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40.0%

45.8%

66.7%

47.6%

5.0%
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「勤務地の場所」について、南部商業の「とてもそう思う」が非常に高かった。 

 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 

  

38.9%

33.3%

55.0%

35.9%

50.0%

61.9%

40.0%

46.6%

11.1%

4.8%

5.0%

15.6% 1.7%
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5.1.7 職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合をま

とめた。 
 

３校とも、「働きやすいことが」が一位だった。２位は、具志川商業と南部商業は、「興味

や好みに合う」、中部農林は「収入」だった。 

３校とも、「能力を発揮できる」が全国に比べて非常に高かった。 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要」と回答した割合 

  

77.8%

11.1%

50.0%

11.1%

66.7%

33.3%

66.7%

44.4%

100.0%

16.7%

38.9%

58.8%

11.8%

67.6%

17.6%

64.7%

17.6%

64.7%

58.8%

76.5%

52.9%

38.2%

65.0%

25.0%

55.0%

40.0%

75.0%

45.0%

70.0%

65.0%

75.0%

50.0%

55.0%

55.9%

8.8%

67.7%

22.5%

75.0%

38.0%

42.2%

44.9%

71.5%

23.4%

35.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%
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社会的地位

安定性

仕事のやり方

興味や好みに合う

働く時間を自由に決める

能力を発揮できる

社会や人の役に立つ

働きやすいこと

新しいことにチャレンジできる

勤務地の場所

職業を選ぶにあたって重視すること「とても重要」と回答した割合

中部農林 具志川商業 南部商業 全国
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5.1.8 希望する勤務地 
 

「希望する勤務地」について、３校とも「県外」が低かった。 

 

 

 
希望する勤務地 

  

5.6%

9.4%

5.6%

22.1%

72.2%

59.4%

72.2%

37.4%

22.2%

28.1%

22.2%

40.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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全国
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5.1.9 仕事に関する意識・考え 
 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、具志川商業、南部商業は「とて

もそう思う」が高かった。 

 

 

 
やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」が具志川商業、

南部商業は高く、中部農林は低かった。 

 

 

 
若いうちはいろいろな仕事を経験したい 

  

16.7%

41.2%

35.0%

20.5%

61.1%

41.2%

55.0%

55.1%

22.2%

17.6%

10.0%

22.1%
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全国
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41.2%
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10.0%
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」が中部

農林は非常に高かった。 

 

 

 
暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう思う」が中

部農林で高かった。 

 

 

 
仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 

  

88.9%

52.9%

40.0%

49.0%

11.1%

26.5%

50.0%

36.2%

17.6%

10.0%

13.0%

2.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林

具志川商業

南部商業

全国
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15.0%

17.5%
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「自分の会社や店を作りたい」について「とてもそう思う」は、3 校とも全国より高かっ

た。「まあそう思う」との合計は、具志川商業、南部商業が非常に高く、全国の 3 倍だった。

中部農林は、「まあそう思う」はゼロだった。 

 

 
自分の会社や店を作りたい 

 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思う」が 3 校と

も全国より高く、南部商業は特に高かった。具志川商業は、「まあそう思う」を合わせると

100％になった。 

 

 

 
学歴より技術や技能を身につけることが大事だ 

  

16.7%

14.7%

20.0%

6.0%

35.3%

35.0%

11.7%

55.6%

38.2%

45.0%

43.6%

27.8%

11.8%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林

具志川商業

南部商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

33.3%

32.4%

55.0%

26.7%

50.0%

67.6%

40.0%

51.8%

16.7%
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」が 3 校

とも高く、特に南部商業、中部農林は全国の 2 倍を超えた。 

 

 
周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

「地元で仕事や生活をしたい」について、「とてもそう思う」が、中部農林、南部商業は全

国（18.0％）の 2 倍を超えた。 

 

 

 
地元で仕事や生活をしたい 

  

55.6%

38.2%

55.0%

26.8%
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40.0%
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が、中部農

林は低かった。 

 

 

 
社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

「できるだけ高い地位につきたい」について、「とてもそう思う」が、南部商業は高かっ

た。 

 

 

 
できるだけ高い地位につきたい 

  

44.4%

32.4%

55.0%

41.2%

27.8%

52.9%

35.0%
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5.0%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林

具志川商業

南部商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない



 第２部 令和 5 年度の活動 

5 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に取りまとめた職業意識調査 

111 
 

 

「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思う」「まあ

そう思う」は、具志川商業、南部商業が高かった。 

 

 

 
よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

「望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ」について、「とてもそう思う」「まあ

そう思う」が、南部商業が非常に高く全国（26.2％）の 2.3 倍だった。 

 

 

 
望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ 
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5.1.10 仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合を

まとめた。 
 

中部農林は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「仕事よりも自分の趣味

や自由な時間を大切にしたい」が高かった。 

南部商業は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「周りに反対されても自

分がやりたいことをしたい」「社会に役立つ仕事をしたい」が高かった。 

具志川商業は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「社会に役立つ仕事を

したい」が高かった。 

商業系高校は、特に「やりたいことに困難があっても挑戦したい」「若いうちはいろいろな

仕事を経験したい」「自分の会社や店を作りたい」が高かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 
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やりたいことに困難があっても挑戦したい

若いうちはいろいろな仕事を経験したい

暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい

仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい

自分の会社や店を作りたい

学歴より技術や技能を身につけることが大事だ

周りに反対されても自分がやりたいことをしたい

地元で仕事や生活をしたい

社会に役立つ仕事をしたい

できるだけ高い地位につきたい

よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい

望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ

中部農林 具志川商業 南部商業 全国



 資料 

アンケート用紙 
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令和 5 年度文部科学省委託 

「専修学校による地域産業中核人材養成事業による委託事業」 

 

沖縄・動物分野における 

有機的高専連携プログラム開発・実証事業 

 
令和 5 年度 事業報告書 

 
令和 6 年 2 月 

学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専門学校 

〒900-0034 沖縄県那覇市東町 19-20 
 

 


